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信濃国の古代史上に燦然と光を放って存在していた信濃国分寺は千三百年を経た今、その跡地

が史跡公園として整備され、その栄華を現在に伝えています。

昭和 38年から46年 まで 8次にわたって実施された信濃国分寺跡の発掘調査は、当時第一線

で活曜されていた諸先生方の御指導と御尽力のもと、未曾有の規模で実施され、その成果は当時

の考古学研究や古代史研究の上に大きな影響を与え、これまた光彩を放つものとなりました。こ

の間、昭和 43年には史跡追加指定を受け、その後、この貴重な文化遺産を後世に末永く伝える

ため史跡公園として整備されました。また昭和 55年には調査の成果を収める信濃国分寺資料館

が建設され、訪れる多くの市民の研究の場として、あるいは憩いの場として今日に至っています。

一方、史跡指定地及びその周辺は、昭和 40年代から都市化・宅地化が進行し、現在年間 10

件余りの住宅 。店舗等の新増改築の現状変更申請が提出されています。上田市教育委員会といた

しましても、住民の方々の生活権や利便と、史跡の保護をどう両立すべきか常々苦慮していると

ころであります。

このたび、山辺資保氏から氏の所有される、史跡公園に隣接する指定地内、尼寺の築地遺構の

予想される地において住宅新築の現状変更申請があり、文化庁、長野県教育委員会の御指導によ

り発掘調査を実施し、その結果を待って申請の可否を判断する運びとなりました。

調査は、調査団長を上田市文化財保護審議会委員で、先に申し上げた信濃国分寺跡の調査に当

たられた五十嵐幹雄先生に、また、調査主任を岩佐今朝人先生にお願いし、信濃では春未だ浅い

4月 から5月 にかけて実施しました。この結果、この調査地には信濃国分寺に直接結び付く遺構

は検出されませんでしたが、緑釉陶器をはじめ、国分寺廃絶後の私たちの祖先の活動の一端を示

す遺構、遺物が出土しました。

今後もこうした現状変更に伴う調査は続くものと思われますが、この偉大な文化遺産を後世に

引継ぐべ く、最大の努力を図っていく所存であります。

今回の調査にあたり、地権者の山辺資保氏には終始絶大な御理解と御協力を戴き、無事調査を

終了することができました。また、調査に当たって戴いた先生方には、お忙しいところを調査に

御尽力いただきました。哀心より感謝申し上げる次第です。

最後に、地域住民の皆様のますますの御理解と御協力をお願いしつつ、序の言葉といたします。

平成元年 3月 25日

上田市教育委員会

教育長  赤  刃可



例   百

1.本書は長野県上田市大字国分字明神前の史跡信濃国分寺跡指定地内における現状変更に伴う、

昭和 63年度史跡信濃国分寺跡発掘調査報告書である。

2.調査は、上田市教育委員会が上田市文化財保護審議会委員五十嵐幹雄を調査団長として、史

跡信濃国分寺発掘調査団を編成し、調査を委託して実施した。なお、事務局は上田市教育委員

会社会教育課においた。

3.発掘調査は遺物整理、報告書干J行まで含めて 1988年 (昭和63年)4月 4日 から1989

年 (平成元年)3月 25日 まで実施した。この間の調査は調査団長五十嵐、調査主任岩佐今朝

人の指導の下、川上元、倉沢正幸、中沢徳士があたり、調査補助貝 。作業の協力をいただいた。

4.遺構の実測は中沢・末永成清が行い、 トレースを中沢・末永・上野 。宮下が行った。

5。 遺物の実測は、川上・倉沢・末永が行い、 トレースを倉沢・中沢・末永・上野・宮下が行っ

た。

6.本文の執筆は五十嵐・岩佐・川上・倉沢・中沢が行い、文責は文末に記した。なお、遺物の

観察は実測者が行っている。

7.遺構の写真撮影は中沢・末永が、遺物の写真撮影は川上・倉沢が行った。

9。 本遺跡の資料は上田市教育委員会の責任下、上田市立信濃国分寺資料館に保管している。

10。 本書の編集作業は、倉沢、中沢が行った。

H。 本調査にあたり下記の皆さんにご協力、ご助言を賜った。記して感謝する次第である。

山辺資保、塩入秀敏、猪熊啓司、関孝一、小林秀夫、児玉卓文、百瀬長秀 (順不同、敬称略 )

凡  例
1.挿図の縮尺は、調査地区全体が 1/300、 住居址・ピット・濤址が 1/60、 竃が 1/30、

出土遺物は原則として 1/3の 縮尺である。

2.図版の遺物写真は、小破片を除いて主な遺物を掲載した。

3.出土遺物一覧表 〔土器)の法量は、上から口径・底径・器高の順に記載し、無記載は不明で

ある。

4.土層の色調、遺物胎土の色調については『新版標準土色帖』 (1988年版)に基づいて表示し

た。

5,挿図中のスクリーントーンは、遺構断面が斜線、宅・火床が網ソミ (細)、 土器の黒色研磨が

網点 (太)を用いて表示してある。
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第 I章 序

第 1節 調査に至る経過

昭和62年 3月 5日 、上田市大字国分15147の山辺資保氏から、同氏所有の上田市大字国分字明

神前の畑地に住宅を新築したい旨の現状変更申請が提出された。申請地は史跡信濃国分寺跡の国

分尼寺の築地推定ラインの隣接地であり、場合によっては申請地にかかる可能性もあった。この

ため、上田市教育委員会ではこの旨の意見書を添えて文化庁長官あて進達したところ、昭和62年

8月 11日 付け委保第 4の 313号 で文化庁から、「事前の発掘調査の結果を待って処理すること

が適当である」との通知を受けた。

上田市教育委員会ではこの通知を受けたが、同年度の調査は予算措置が難しく、また、調査費

も300万 円にのぼるため、山辺氏の御了解も戴き、昭和 63年度の国庫、県費補助を受けて調

査を実施することとした。

昭和63年 3月 15日 、信濃国分寺資料館で調査員予定者による調査会議を開催し、調査の計画、

方法等について協議し、 4月 1日 付けで史跡信濃国分寺跡発掘調査団を編成、同調査団に事業を

委託した。 4月 4日 、調査地の立木の伐採を行い、翌 5日 欽入式を挙行し、調査を開始した。

第 2節 調査の徐制

上田市教育委員会はこの調査にあたり、新たに史跡信濃国分寺跡発掘調査団を編成し、同調査

団に事業委託して実施した。

調査団の構成および調査協力者は次のとおりである。

説

団     長

調 査 主 任

調  査   員

史跡信濃国分寺跡発掘調査団名簿

五 十 嵐 幹 雄 (上田市文化財保護審議会委員・ 日本考古学協会員 )

岩 佐 今 朝 人 (上小考古学会長・ 日本考古学協会員 )

川  上  元 (上田市立博物館庶務学芸係長 。日本考古学協会員 )

倉 沢 正 幸 (長野県考古学会員・信濃国分寺資料館学芸員 )

中 沢 徳 士 (   〃    ・社会教育課学芸員 )

塩 崎 幸 夫 (   〃    ・社会教育課嘱託 )

清 水 万 伴 (社会教育課長 )

富  田  篤 (社会教育課文化係長 )

中 沢 徳 士 (社会教育課学芸員 )

事 務

事 務

事 務

局

局 次

局

長
　
長
　
口貝
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発掘・整理作業参加者

末永成清 (調査補助員)、 佐藤蔵二、堀内今朝次、長浜峰吉、関茂樹、中沢良一、清水三咲、岩

下真、中沢謙光、清水正剛、柳沢仁美、松井正信、宮下信子、上野良幸 (順不同、敬称略 )

第 3節 調 査 日 誌
日召和63年

4月 4日 (月 )晴時々曇   作業員に調査手順の説明をしたのち、調査地の立木の伐採、清掃

を行 う。続いてグリッド (3× 3m).を 設定し、試掘グリッドを掘

る。

4月 5日 (火 )曇後雨    午前鍬入式。試掘グリッドを昨日に引き続き掘る。『紹聖元宝』

出土する。

4月 6日 (水)晴      重機による表土争J。 調査地東側から布目瓦が分く出土する。

4月 7日 (水)～ 9日 (上) 表土系J及び遺構検出作業。

4月 11日 (月 )晴      遺構の在り方が明確に把握できないため、 4本のトレンチを入れ

る。調査地北東にピット2個検出する。

4月 12日 (火 )曇      土層図、ピットセクション図、集石の平面図等を作製する。

4月 14日 (木)曇後晴    礫群の性格が把握しかねる。今後再度掘下げることとする。E―

2グ リッドから足高高台付不、内黒土師器不、内耳土器等出上、平

安期の住居址が予想される。

4月 15日 (金)晴      午前、上田市文化財保護審議会委員の赤塩一已氏が礫の鑑定に来

訪。礫は千曲川水系の安山岩で、砂礫層は千曲川河岸段丘の地山で

あろうと指摘される。

4月 16日 (土 )

～5月 4日 (水)     グリッドを更に掘り下げる一方で、念の為に礫群の実測を行う。

5月 5日 (木)晴      SB-01検 出、掘下げにかかる。

5月 7日 (上)曇後雨    調査区北東隅、P-1, 2, 3を 検出したローム層にトレンチを

入れる。特に版築した形跡はみられなかった。

5月 9日 (月 )晴      調査区南西隅のSB-2の 検出作業。灰釉陶器皿、土師器高台付

年出土。

5月 10日 (火)晴      SB-2掘 り上げ。緑釉陶器、羽釜片出土する。

5月 12日 (木)～ 14日 (土) 遺構全体清掃及び実測作業。

5月 16日 (月 )～ 19日 (木) 遺構の埋め戻し作業。

5月 19日 、現場調査終了し、この後、上田市立信濃国分寺資料館において遺物の整理作業、報

告書作成作業を実地し、平成元年 3月 25日 、調査報告書を刊行して調査はすべて終了した。

-2-



第 II章 遺 跡 の 環 境

第 1節 位置および自然環境

今回の調査地域は長野県上田市大字国分に在 り、信濃国分寺史跡公園の南西隅に隣接する山辺

資保氏の所有する宅地である。信濃国分寺史跡公園のす ぐ北側は国道 18号線が東西に走り、 J

R信越線はこれに平行して公園内を切って敷設されている。この地に立って北方を眺めれば、約

300m先 方に第二段丘崖が東西に続き、その上方には、上田市のシンボルともいえる太郎山の

雄姿が見られる。振返って目を南方に転ずれば直下は千曲川の氾濫原に当る平坦面が開け、その

先に、千曲の本流が流れている。川の対岸には小牧山塊が手にとるように眺められる。

この附近の地形は上小地方の模式的な段丘地形といわれ、四段にわたるひな壇のような地形で

ある。第 1段丘 (比高約 20m)は 染屋面ともいい、黒坪神社附近を要として、北の太郎山山麓

線を流れる蛇沢川を縁辺とする扇状の一大台地である。右辺は神川で切られているので、神川を

遡って新屋以北までイ申び、左辺は小岩門、染屋の段丘崖から愛宕神社の段丘崖まで、扇端は愛宕

神社から新屋の神川で切られたところまで達している。この台地には新屋、岩門、西野竹、染屋

等の集落が含まれている。

イ
百

2卍

第 1図 国分寺附近の段丘

I.第 1段丘
2.第 2段丘
3,第 3段丘
4.第 4段丘

第 2段丘 (比高約 10m)は 国分面ともいい帯状に形成されている。神川西岸より発し、黒坪

国分、上堀、から上田市街地のほとんどを含めた地域で秋和近くまで達して
いる。第 3段丘 (比

高約 2m)は、入日堂面ともいい今回の調査個所及び国分寺の所在する面である神川の河日から

幅狭く西南方へFJA状に発達し、国分寺史跡公園附近が最も広く約 300mと なっている。上沢の

集落がある。第 4段丘は氾濫原に当り下堀面ともいい千曲川満水時の折り上流より運搬された堆

積面で、四つの段丘の中で一番狭 くまた比高も現河床よりやや高いという程度である。次表

(『郷上の地誌上田盆地』上田市立博物館刊)は各段丘を表にまとめたものであるが、更に詳し

く読みとることができる。

■
ン／
砂
壊
土

守
／
河
床
礫

河
床
礫 黒坪神社

現国分寺

史跡公園

筒 I皇泌宅
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第 1段丘面 第 2段 丘 面 第 3・ 第 4段 丘 面

土  質
耕土浅い

強粘土

耕土沿浅い

表埴砂土

(下)火 山砕居

耕上深い

砂質壌土

(下 )河床礫
地 下 水 面 13m以上 7m(国 分 に丼 戸三 つ あ り) 4～ 3m

土 地 利 用

集落なし

水田のみ

一幸rt

黒坪・国分・上堀
田 6・ 畑 4の割合
半分二毛作 (米麦)

上沢・下堀

田 4、 畑 6の割合
野菜よし 全部二毛作

田 の 等 級 6～ 7等 4～ 5等 1～ 3等
田の収 穫 量

(100坪当り)

米 9斗 1. 0石 1. 1万百

第 1表 国分寺附近の各段丘

第 2節 歴史環境

1。 第 1段丘面

この面はローム層の風化による強粘土地帯で、地下水も低 く得にくいため、広大な面積のわり

には遺跡数も少なく、また小規模である。それでも、水の得られそうな個所に縄文、弥生時代遺

跡が小規模ながら点在している。古墳は神川沿いの崖垂上に、横穴式石室を有する後期の円墳が

所々にある。特に矢花地籍には多くあり、古墳群を形成している。歴史時代に至り条里的遺構が

展開され、この時代になり農耕地として開発が進んだことを物語っている。古里地籍が創置の信

濃国府所在地とされるのはこの遺構とも大きく係わっている。

2.第 2段丘面

現国分寺をはじめ各時代の遺跡が数多く知られている。発掘地点の近くには弥生時代の遺構を

ともなった赤塚遺跡、昭和 46年調査した平安時代の堂西遺跡がある。また信大繊維学部敷地遺

跡は弥生時代後期から古墳時代にわたる大遺跡であり、更に北方の太郎山山麓の扇状地帯には縄

文、弥生、古墳時代の生活をたどれる遺跡が分数発見でき、古墳も多く、ことに上小地方唯―の

前方後円墳である三子塚もあり、道場、西沖には後期の円墳が数分く存在している。条里的遺構

はこの面にも展開され、古代、中世の開発のようすが窺える。

3.第 3段丘面

昭和 23年の国道 18号線開発工事の際、上沢浦沖遺跡では縄文中期から平安時代に至る住居

跡やそれにともなう遺物が多く発見された。この面は古代信濃国分寺が建立された。そのため、

これに関連した遺構、遺物も多く発見されつつあり、古代東山道もこの面を通じていたと推定し

ている。

4.第 4段丘面 (氾濫原)

千曲川の満水時に堆積された地帯なので、地昧はよく農耕地として可能であったが、治水工事

の進んだ江戸時代からの開発である。北国街道が東西方向に通じ、農耕地 (桑園)と して利用さ

れた。また道路に沿い逐次人家が建てられ、住居地として現在も進んでいる。 (岩佐今朝人)
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52 染屋台条里水田跡遺跡 (弥生～平安 )

54 国分遺跡群 (弥生～平安 )

55 信濃国分寺跡 (奈良.平安 )

くご
｀ヽ
_.

第 2図 史跡信濃国分寺跡の位置

56 国分寺周辺遺跡群 (縄文～平安 )

57 常入遺跡群 (縄文～平安 )

83 坂下古墳 (古墳 )
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第III章 調 査 の 結 果

第 1節 検出された遺構

1 第 1号住居址 (SB-01)

第 1号住居址は調査区の北辺、 E-2、 F-2グ リッドにかけて検出された。遺構の大部が調
査区域外となっていたため、明確なプランは把握しえなかったが、隅丸方形の平面形態を呈する

と思われる。また、撹乱のため南西壁が破壊されており、僅かに床面が残っているのみだった。

検出された範囲では南東壁が 2.5m、 南西壁が 2.6mでぁり、壁高は15cm前後である。覆土は石

を多量に含む黒色上である。

柱穴は住居址の南コーナーに 1個検出された。31cm× 28cm深 さ 7 cmである。

o               2m
|

第 4図 第 1号住居址実測図
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2.第 2号住居址 (SB-02)

第 2号住居址は調査区の北西隅、 G-3、 H-3・ 4グ リッドにかけて検出された。この住居

址も遺構の大部が調査区域外となっていたため、明確なプランは把握できなかったが、住居址東

壁に竃が遺存していた。亀の主軸方位はN-118° 一Eを指す。規模は全長1.16m、 最大幅075

m、 焚口幅0.61m、 煙道長 0.7mでぁる。両袖は全壊しており、火床部は床面を 6 cmほ ど掘 り込

んで構築されており、煙道寄 りの位置に支脚が倒置した状態で出上している。煙道部は火床部よ

り5 cm高 く約 9°の角度で住居址外に向かって登っている。煙道部には両袖に芯材に用いた石が

露出した状態で出土している。覆土は 2層 で、 I層が責橙色の砂礫土、 H層が炭化物・灰を含む

黒色土で、その下に焼土が l cmほ ど堆積 していた。

なお、焚口部手前には堅 く叩き締めた粘上が貼られていた。

0                  2m
|

第 5図 第 2号住居址実測図
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第 6図 第 2号住居址竃 実測図

3.第 1号 ピット (P-1)
第 1号ピットは調査区の北東隅、B二 2グ リッドにおいて検出された。規模は85cm× 68om深さ

15cmである。覆土は 2層で、 I層が細かな炭化物を含む黒褐色上で、H層が茶褐色砂礫上である。

4.第 2号 ピット (P-2)

第 2号 ピットは調査区の北東隅、B-1～ 2グリッドにおいて検出された。規模は■6cm X l12
cm深 さは最深部で15cmを 測る。覆土は 1層で、細かな炭化物を含む黒褐色上である。

5。 第 3号ビット (P-3)

第 3号ビットは調査区の北東隅、B-2グ リッドにおいて検出された。規模は73cm× 50cm深さ
15cmを 測る。覆土は 1層で、礫を含む黒褐色上である。

6.第 1号溝址

第 1号濤址は調査区の北東隅、A-2、 B-2グ リッドにおいて検出された。規模は幅45～ 47
cm、 長さ約 1.6m、 深さは40cm前 後を測る。覆土は 1層で、砂礫を含む暗黒褐色上である。

／

Ａ

-9-



И
什
―
―
―
―

-90cm

P…2

-90cm

＼閑
-70cm

mだ
s四

第 7図 第 1～第 3号ピット、第 1号溝跡 実測図

7。 その他

調査区域内においては他に、第 1、 2号住居l■検出面の上層に、近況代の建築の基礎に用いた

集石があった。また、調査区南部には 7m× 2mに わたって拳大の礫群が検出されているが、こ

れを断ち割るトレンチ調査により、これも最近の建築物に伴 うものと判断された。

その他、あるいは礎石かと思われる石も数点検出されたが、これらを結ぶ建物l■等のプランは

見られなかった。

調査区域内は50～ 60cmか ら余大の石と、砂礫が一面に広がり、住居址もこれらを掘り窪めて構

築している。すなわち、この地域の第 1、 2号住居址の前代は千曲川の氾濫原であったか、もし

くは大規模なヤ巳濫を受けているものと考えられよう。 (中沢徳士 )
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第 2節 出土遺物

1.第 1号住居址 (SB-01)出 土遺物

調査地区の北辺に位置する第 1号住居址 (SB-01)よ り出土した遺物は 14点である。い

ずれも住居址覆土中からの出上である。なおこの住居址覆上には季大から小児の頭大程度の大き

さの礫が分数混入していた。

1は 土師器皿の小片で、口縁部が大きくくの字状に外反している。内面は黒色研磨されている。

2は土師器lTNで、内面が黒色研磨されており、見込部から体部にかけて放射状暗文が施されてい

る。胎土は小砂粒、金雲母を含み焼成は良好である。底部は高台が欠損している。右回転の糸切

り痕が残る。

4は土師器片で、内面が黒色研磨されている。 5は土師器不で、内面が丁寧にヘラ磨きされて

いる。外面は橙色で、明るい色調である。 6は土師器lThである。口縁部は内側へ肥厚し、内面は

丁寧に黒色研磨されている。

8は土師器不で、内面が黒色研磨されている。見込部から体部にかけて放射状暗文が施されて

いる。底部は切 り離した後、回転ヘラケズリが行われており、貼 り付け高台である。 11は 土師

器好で、底部は切 り離した後、回転ヘラケズリが行われている。高台は貼 り付け高台で、整形が

粗雑であり、一部歪みが生 じている。

12は土師器lTNで、底部は切 り離した後、回転ヘラケズリが行われている。胎土は刈ヽ砂粒、黒

雲母を含み、焼成は良好である。 11、 12の 不は高台部が薄 くて高い、いわゆる足高高台付郭

とみられる資料である。

13は灰釉陶器のナ宛である。体部の一部に漬け掛けによる薄い白色の釉が施されている。底部

は右回転の糸切 り痕が明瞭に残っている。 14も 灰釉陶器の婉である。胎上は精良で、内外面に

漬け牲卜けによる淡い自色の釉が地されている。口縁部に指頭ないしはヘラ状工具による押圧痕が

推定 5カ 所みられる輪花坑である。底部は右回転の糸切 り痕が残っている。高台部の断面先端は

丸味を帯び、高台の付け方はやや粗雑である。

こうした′点から 13、 14の 灰釉陶器坑は、共に 11世紀以降の東濃系灰釉陶器と推定される。

また前述した 11、 12の 足高高台付不とみられる資料が住居址内から出上してお り、本住居址

は 11世紀以降の平安時代後半の所産と考えられる。
(倉沢正幸 )

第 2表 第 1号住居址 (SB-01)出 土遺物一覧表

挿 図

悉暑
器  種

法 量
rρmⅢ
残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備  考

外   面 内   面

1

皿

土

14 1 1/6 明褐灰色
(5YR7/2)

黒色

(N15)

口辺部外反
日縁部くの字状
に大きく外反

外 面 日縁部ヨコナデ

体部ロクロヨコナデ

黒色研磨 体部に暗文内面

胎土はガヽ

砂粒を含

む

―-11-
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O                 10cm

第 8図 第 1号住居址 (SB-01)出 土遺物実測図 (1:3)

-12-



凶
号
押
番
器  種

法 量
(cm)
残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備   考外  面 内   面

2

不

土

136 1/2
(底 言b)

にぶい掲色
(75YR6/3)

黒色

(N15)

日縁部やや外反
底部の貼り付け
高台は欠損

外面 口縁部ヨヨナデ
体部ロクロヨコナデ

底部回転糸切 り (ロ ク
ロ右回転 )

内面 黒色研磨見込部から体
部にかけて放射状暗文

胎土は小

砂粒、金

雲母を含

む

3

不

土

12 2 1/6 赤黒色
(75R2/1)

暗赤灰色

(10R3/1)

日辺部内湾して

外反
日縁部外反

外面 口縁部 ヨコナデ

体著臣ロクロヨコナデ
ロクロョコナデ内 面

周台土は/1ヽ

砂粒を含

む

4

不

土

124 1/6 にぶい褐色
(75YR5/3)

黒色

(N15)
日辺部外反
日縁部外反

外 面 日縁部ヨコナデ

体吉爵ロクロヨコナデ

黒色研磨内面

汀台二Lは五少

粒を含む

不

土

158 1/6 橙色
(75YR6/6)

にぶい褐色

(75YR5/4)
口辺部外反
日縁部やや外反

外面 日縁部ヨコナデ

体部ロクロヨコナデ
ロクロヨコナデの後、

丁寧にヘラ磨 き

内 面

胎土は小

砂粒を含

む

6

不

土

140 1/8 黒褐色
(10YR3/1)

黒色

(N15)

日縁部肥厚し

やや外反
外面 口縁部ヨコナデ

体部ロクロヨヨナデ
丁寧に黒色研磨内面

胎土は精
良

7

邪

土

138 1/8 にぶい責橙色
(上 OYR6/4)

にぶい黄橙色
(10YR6/3)

日辺部 外 反 外面 日縁音bヨ コナデ

休部ロクロヨコナデ
ロクロヨコナデ内面

月台土は/」ヽ

砂粒を含

む

8

不

土 76
1/3
(底 部 )

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

黒色

(N15)
底部貼り付け

高台

体部外反

外 面 体音躊ロクロヨコナデ

底部回転ヘラケズリ
黒色研磨 見込部から
体部に放射状暗文

内面

胎土は小

砂粒を含

む

不

土

124 1/5 橙色
(5YR6/6)

黒色

(10YR1 5)

口辺部外反

口縁部はやや外

反

外面 日縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ

内面 黒色研磨

胎土は小

砂粒 を多

量に含む

不

土

110 1/8 にぶい橙色
(25YR6/4)

にぶい赤褐色

(5YR5/4)

日辺部外反
日縁部肥厚し

やや外反

外面 口縁部 ヨコナデ

体著臣ロクロヨヨナデ
ロクロヨコナデ内 面

胎土は小
砂粒を多

量に含む

不

土 76 (底 部 )

にぶ Vヽ産蓋色

(75YR7/4)
にない橙色

(75YR7/3)
体部外反 底部
は貼り付け高台
整形は粗雑で高
台にゆがみ

外面 体部ロクロヨコナデ
底部は切 り離 した後回

転ヘラケズ リ

内面 ロクロヨコナデ

胎■とは/1ヽ

砂粒、黒

粒を含む

不

土 71

ほtF完

(底 言Fal

赤橙色

(10R6/6)

褐灰色
(5YR5/1)

底部1よ貝占り付1)

高台
外 面 体吉巨ロクロヨコナデ
底部は切 り離した後回
転ヘラケズリ
丁寧なヘラ磨き内面

月台■は/Jヽ

砂粒、黒

雲母 を含

む

ナ宛

(灰 釉 ) 74 (底 音b)

浅黄橙色

(10YR8/4)

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

だ篭苫Бは員占り4iけ
高台

外 面 体部ロクロヨコナデ
底部回転糸切 り (ロ ク
ロ右回転)
ロクロヨコナデ

見込部に横位のヘラナデ

内面

胎土は精

良 体部
の一部に

潰け掛け

による釉

ナ宛

(灰 ボ山)

17 2

83
66

1/2 灰白色
(10YR7/1)

によい責橙色
(10YR7/2)

底言hは 員占リイ寸け

高台でやや粗難

な仕上げ
口縁部に推定 5

カ所の指圧痕が

ある輪花ナ宛

外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨヨナデ
底部回転糸切 り (ロ ク
ロ右回転)
ロクロヨコナデ内面

月台■は1青

良 体部
の内、外

面に漬け

雑卜けによ

る釉

第 2表 第 1号住居址 (SB― ol)出 土遺物一覧表
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2 第 2号住居址 (SB-02)出 土遺物

調査区の北西隅に検出された第 2号住居址 (SB-02)か ら出上した遺物は、土師器・須恵

器・灰釉陶器・緑釉陶器および布目瓦・石製品であるが、とくに土師器不類の出上が分い。いず

れも住居址東壁に確認された竃址を中心に発見されるものが分く、出土層位は床面直上というよ

り、むしろ覆土中から検出される遺物が分かったといえる。

上  器

土師器郭はいずれもロクロによる成形であるが、内面黒色研磨されたものと、されないもの、

また高台付不で内面黒色研磨されたもの、ないものの 4種類に大別される。

1～ 7は器形の全容がわかる土師器lThである。口径が10cm～ 1lcm内外のものであり、口縁部が

やや くの字状に外反するもの、直線的に外反するもの、またやや内湾気味に外反するものがある。

いずれも右回転のロクロによる成形で、底部に糸切り痕が明瞭に残っている。また、胎土に砂粒

(細砂粒 。小砂粒・砂粒)を含み焼成も良好である。 1は 口径に対して高さが比較的高いずんぐ

りとした器形を呈し、器壁が一段と厚手であることが特徴である。 2は底部からの立ち上がりの

外反度が強く、ほぼ一直線上に開き、さらに口縁部で外反するものである。器面は全体的に荒れ

が著しく、粒状の突起が内外面にみられる。

また、 3の内面には多量の炭化物が付着して、燈明皿として使用されたことが明らかである。

4の内面にも炭化物の付着が僅かに認められ、やはり燈明皿としての機能をもったものであろう

か。 5の器面も二次的な焼成によってか、内外共に荒れがみられ、部分的に色調の違いも観察で

きる。 6は暴肉が薄手に成形されており、内面の一部に黒斑がみられる。 7は 口縁部がやや内湾

気味に外反した形状を呈している。器形もややゆがんでおり、見込部に黒い線が数本みられる。

8～ 21は土師器の口縁部の破片を図上復元したもので、一応lTNと して分類したが、中には高

台付のものもかなり含まれているものとみられる。また、写以外の皿やЙ器形のものも含まれて

いるだろう。 8は 口径が 1 0cm内外のガヽ形土器であるが、あるいは皿とみたほうがよいであろう

か。 9は 口縁部がやや折れる形状をとり、外面に成形時におけるロクロ痕が幾筋か観察される。

また、 10の口縁部は肥厚し外反しているし、 11も 10と ほぼ同じくらいの口径をもつ郭で、

焼成良好である。 12・ 13は いずれも口径 1 2cmを 計り、ともにやや深さのあるlThと みられる。

また、器壁もやや厚手である。

14。 15も 外反の角度がほぼ同じであり、比較的深めのもので 14の 口縁部は肥厚している

し、 15の内面はヘラミガキが施されており、全体的にツヤのある土師器といえる。 16は 薄手

の器壁が直線的に急角度に外反したもので、こうした形状の不は本住居址で他にも18の ように

やや厚手ではあるが確認されている。 17は 口径に対して高さが低い、むしろ皿に近いlThである

が、クト面にロクロ痕が観察される。
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19～ 21は、いずれも口径 1 5cm以 上もある大型不である。 19は薄手の器壁を有したもの

で、 20は外面中程に若子の段が観察できる。また、 21はやや深みのある容器で、筑 に近い形

状とみられる。

22～ 30は内面黒色研磨された土師器17hである。図示したものは、いずれも推定口径 1 3cm

以上を計るもので、黒色処理をしていない郭に比べて全体的にやや大ぶりのものが分いように見

受けられた。また、この資料も底部の形状が不明のため、高台付のものもかなり含まれるものと

思われる。 22は 内面が丁寧にヘラミガキされている。 23は 口縁部が肥厚し、内面が丁寧にヘ

ラミガキされたものであるが、その形状からあるいは鉢ともみられる。また、 24も 口縁部が全

体的に肥厚したもので、やや深めのずんぐりとした形状を呈している。 25は内面黒色研磨され、

見込部には円弧状の暗文が認められるもので、 24と 同様ずんぐりとしており、筑 に近いものと

みられる。 26～ 29も やや深めの形状を呈し、高台付不かもしれない。このうち28は とくに

器壁が薄手といえる。また、 30は推定回径 15,7 cmを 計るもので、器壁が薄手に成形されて

おり、鉢に近い形状が想定される。

31～ 38は土師器高台付年である。このうち31～ 33は 内面黒色研磨されないもので、 3

4～ 37は 内面黒色研磨された不で、 38は 内外面ともに黒色研磨された黒色土器である。 31

はほぼ完形を呈すもので、内外面ともにヨヨナデが施され、とくに外面にロクロ痕が観察できる。

底部は貼り付け高台で、その縁部に九棒状の圧痕が 6箇所認められ、高台部が内側に歪んでいる。

なお、本例は高台部が器高に対して高い、いわゆる足高高台付辱である。 32・ 33も 貼り付け

高台で、底部はナデ調整が行われている。本例も足高高台付JThに含めたが、あるいは高台付婉と

もみられる。 34も 土師器高台付不で、内面は比較的うすい色調に黒色研磨されている。底部中

央にわずかに糸切り痕が残り、その周辺はナデ整形が施されている。また、見込部に花びら状の

暗文がある。 35・ 36・ 37も 同様な形状を呈すものとみられる。底部は糸切り後つけ高台で、

ともに見込部にそれぞれ放射線状・ループ状・渦巻き状の暗文が施されている。 38の黒色土器

は内外面研磨されている。高台裏に炭化物の付着が僅かにみられ、火に関する何かに使用された

容器であろうか。いずれにしても、この種の上器はこれのみで特殊な資料といえる。

39は須恵器の高台付ォ宛とみられるものである。器壁も厚くまた高台部も比較的高い大型坑で

ある。なお、本住居l■からは図示しなかったが、須恵器年とみられる破片が、数片と甕の小破片

(内面に青海波文のあるものと、ないものがある。)が 8片ほど検出されているだけで、土師器

の出土量に比して極端に少ない。

40,41は 灰釉陶器である。 40は 口縁部の四箇所に凹部がある完形の輪花皿で、底部は回

転糸切り後、貼り付け高台となっており、高台部の断面は九味を呈している。釉薬は漬け韓卜けに

よるもので、見込部と底部を除いた部分に施されている。また、本製品は重ね焼きで大量生産さ

れたとみられ、造りは比較的粗雑であるが、きわめて硬質・堅緻である。 41は 高台付婉とみら

れる。内外面ともナデ整形がなされ、底部もナデ整形が行われている。いずれも、その形状や製

―-17-―
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法からみて平安時代後半の東濃系製品とみられる資料である。なお、本住居 l■における灰釉陶器

の出土量は、須恵器の量に比べてやや多いことが確認でき、さらに共伴する足高高台付辱とあわ

せて、本住居上のおよその構築年代が想定されよう。つまり灰釉陶器の年代 とほぼ一致するもの

と考えられる。

42は本住居址出上の唯一′ミの緑釉陶器である。底部が不明であるが、その形状からおそらく

高台付塊とみられる。内外面とも緑釉がかけられており、胎土も精良で、また焼成も良好である。

43は土師器甕であるが、日縁部 くの字状に外反している。内外面意識的に黒色処理をしたの

か暗茶褐色を呈しており、焼成も良好である。

44は土師器羽釜の口縁部破片である。鍔は比較的小さいが、かなり硬い焼成のため取 り付け

がしっかりしている。なお、内面に炭化物の付着が部分的に認められ、一部黒褐色を呈している。

瓦

第 2号住居址から出上した布目瓦は小破片が 7ソミある。いずれも覆土中からであり、遺構に伴

うものではなかった。なお、 7点の内訳は平瓦 5点、九瓦 2点であるが、前者には縄目文系 3点

・平行条線文系 2点あり、後者には玉縁のある有段式 1点・不明のもの 1′ミがある。これらの古

瓦は隣接する信濃国分寺跡で使用されたものであるが、いつの時代にか何らかの理由で本住居址

に伴うようになった資料とみられるのである。

石製品

直径 7.4 cm× 高さ4.5

その形状は凹石に近いが用

(川 上 元 )

本住居 l■Lか らは図示した唯 1点の石製品が出上したのみであった。

cmの赤茶褐色をした多孔質安山岩製の平坦部分に穴を穿ったもので、

途等については、全 く不明である。

第3表 第2号住居址 (SB-02)出土遺物一覧表 〔土器〕
図
号
挿
番
器 種

法 量
(cm)
残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備 考

外   面 内   面

ユ

不

土

10 1

45
36

2/3 にぶい橙色
(75YR7/4)

にない橙色
(75YR7/3)

口縁部ややくの字
状に外反
器形がゆがむ
器壁全体的に厚手

外 面 日縁部 ヨコナデ
内外面 ロクロヨヨナデ

底部回転糸切 り

胎土は小砂
粒を含む

2

不

土

9/10 灰褐色
(75YR6/2)

にぶい褐色
(75YR6/3)

日縁部ややくの字
状に外反
表面全体に荒れが

著しく、内外面に

粒状の突起あり

外 面 日縁部ヨヨナデ
内外面 ロクロヨコナデ

底部回転糸切り

胎上、焼成
ともによし

3

不

土

完 形 にぶい橙色
(25YR6/4)

にぶい橙色
(5YR6/4)

日縁部ややくの字
状に外反
器形にゆがみあり

外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

底部回転糸切り

胎上に小砂
粒を含む。
内面に炭化
物付着
灯明皿とし
て使用

4

不

土

8/10 明赤褐色
(25YR5/6)

澄色
(25YR6/8)

日縁部外反

器形ゆがみ

器面荒れている

外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

底部回転糸切 り

胎土は砂粒
を含む
内面に炭化
物付着
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第3表 第2号住居址 (SB― o2)出土遺物一覧表 〔土器〕
凶
号
揮
番

器  種
法 量
(cm)
残存度

色
器形の特徴 調 整 備  考画 内

5

不

土
3/4 にぶい橙色
(5YR7/4)

明赤掲色
(5YR5/6)

回縁部外反

器面二次焼成によ
り荒れる

外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

底部回転糸切 り

胎上に小砂
粒を含み、
焼成良好

6

不

土

1/2 によい褐色
(75YR6/3)

にぶい橙色
(75YR7/3)

日縁 部 外 反 外 面 口縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

底部回転糸切 り

月台三ヒに糸田猛少

粒を含み、

焼成良好

7

不

土

2/5 にぶい橙色
(75YR6/4)

にぶい橙色
(75YR6/4)

日縁部やや内湾気
味で外反

外 面 口縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

底部回転糸切 り

月台
=ヒ
に糸田猛チ

粒を含み、

焼成良好

不

土

99 1/10 明掲灰色
(75YR7/2)

にぶい黄橙色
(10YR7/2)

回縁部外反 外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロョコナデ

月台土に /」 砂ヽ

粒 多 く含む

焼成良好

杯

土

11 2 1/10 にぶい黄橙色
(10YR7/2)

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

日縁部外反 外 面 日縁都ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

胎上に細砂

粒含む

焼成良好

lTh

(土 )

11 3 1/10 明赤褐色
(2 5YR5/6)

にぶい橙色

(5YR7/4)

日縁部肥厚し外反 外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロョコナデ

胎上にガヽ砂

粒を含む

焼成良好

不

土

116 1/10 にぶい橙色
(75YR7/3)

にぶい橙色

(75YR7/4)
日縁部外反 外 面 口縁部 ヨコナデ

内外面 ロクロヨヨナデ
小秒粒 を含

む

焼成良好

不

土

12 0 1/10 にぶい橙色
(5YR7/4)

橙色

(5YR6/6)

口縁部外反 外 面 口縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

小砂粒 を含

む

焼成良好

不

土

12 0 1/10 褐灰色
(10YR6/1)

灰黄褐色
(10YR5/2)

日縁 部 外 反 外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨヨナデ

小砂粒 を含

む

焼成良好

不

土

131 1/10 にぶい褐色
(75YR6/3)

灰掲色

(75YR5/2)
口縁部やや肥厚し
外反
外面に成形時の引
きずり痕あり

外 面 口縁部ヨコナデ
内外面 ロクロョコナデ

小砂位を含

む

焼成良好

15

不

土

132 と/10 にぶい橙色
(75YR7/3)

灰責褐色

(10YR6/2)

日縁部やや くの字
1大に外反

画
面
面
外
外
内
内

日縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ
ヘラミガ ミ

胎上の粒子

細かい

焼成良好

不

土

134 1/10 にぶい責橙色
(10YR7/2)

灰責褐色

(10YR5/2)

日縁部 外 反 外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

粒 Tlネ田かしゝ

焼成良好

不

土

13 7 1/8 にぶい橙色
(75YR7/3)

にぶい橙色
(75YR7/4)

口縁部外反 外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

細砂粒を含
む

焼成良好

杯

土

138 1/5 にぶい貢橙色
(10YR7/2)

にぶい責橙色
(10YR7/3)

器肉厚く直線状に

外反
外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

砂粒七含む

焼成史好

不

土

15 0 1/10 によい橙色
(75YR7/4)

にぶい橙色

(75YR7/3)
器肉薄くやや内湾
気味に外反

外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

小砂粒 を含

む

焼成長好

年

(土 )

15 3 1/10 にぶい黄橙色
(10YR7/3)

にぶい責橙色
(10YR7/3)

器肉厚手
口縁部外反

外 面 日縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨコナデ

小砂粒 を含

む

焼成え好

不

土

162 1/5 にない褐色
(75YR7/4)

灰掲色
(75YR5/2)

日縁部外反 面
画
面

外
外
内
内

口縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ
ヘラミガキ

砂粒を含む
焼成i好

―-21-―



第3表 第2号住居址 (SB-02)出土遺物一覧表 〔土器〕
図
号
挿
番
器 種

法 量
(cn)
残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備  考

外   面 内   面

不

土

13 0 1/10 にぶい橙色
(75YR7/4)

黒色

(N15)

口縁部外反 面
面
面
外
外
内
内

回縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ

黒色研磨

小砂粒を含

む

焼成良好

不

土

13 3 1/10 にぶい赤褐色
(5YR5/4)

黒色

(N15)

口縁部月と厚し外反 外 面 口縁部ヨコナデ
内外面 ロクロヨヨナデ

小砂粒を含

む

焼成良好

不

土

13 5 1/5 明褐灰色
(75YR7/2)

黒色

(N15)

日縁部肥厚し外反 画
面
面
外
外
内
内

日縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ

黒色研磨

小砂粒を含
む
焼成良妊

不

土

13 8 1/5 にぶい橙色
(5YR7/4)

黒色

(N15)
口縁部外反 外 面 口縁部ヨコナテ

内外面 口縁部 ミガキ
見込部に円弧状の暗文

小砂粒を含

む

焼成良好

不

土

14 2 1/8 にぶい橙色
(75YR6/4)

黒色

(N15)

口縁 部 外 反 外 面 口縁部ヨコナデ
内舛面 ロクロヨコナデ
内 面 黒色研磨

小砂粒を多

量に含む

焼成良好

不

土

14 8 1/6 橙色
(75YR7/6)

黒色

(N15)

口縁部外反 面
画
面

外
外
内
内

口縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ
黒色研磨

小砂粒を身

量に含む

焼成良好

不

土

148 1/10 にぶい橙色
(75YR7/4)

黒色

(N15)

日縁部外反 面
面
面
外
外
内
内

口縁部ヨコナデ
ロクロヨヨナデ

黒色研磨

小砂粒を多

量に含む

焼成良好

不

土

149 1/10 にぶい橙色
(75YR6/4)

黒色

(N15)

口縁部外反 面
画
面
外
外
内
内

口縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ

黒色研磨

ガヽ砂粒 を多

量に含む

焼成良好

不

土

157 1/10 日縁部黒色
胴部橙色

(5YR6/6)

黒色

(N15)

日縁部外反 面
面
面
外
外
内
内

口縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ

黒色研磨

小砂粒を含

む

焼成良好

不

土

ほtF完

形

にぶい橙色

(75YR7/3)

にぶい橙色

(75YR7/4)
底部は貼り付け高

高台部に圧痕があ
り、 ゆがみがあり

面
部
部

外
体
底

日縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ

回転糸切 りつけ

胎土精良

焼成良好

不

土 71

1/10

(底 部)

にぶい橙色

(5YR7/4)

橙色
(5YR6/6)

底部は貼 り付け高 部
部
体
底

ロクロヨコナデ

ナデ調整
細砂粒を含

む

焼成良好

不

土 81

1/20

(底 部 )

にぶい橙色

(5YR7/4)

にぶい橙色
(5YR7/4)

入の字状にひらく

高台
部
部
体
底

ロクロヨコナデ

ナデ調整

細砂粒を含

む

焼成良好

不

土

1/3 にぶい橙色
(5YR7/4)

かなり淡い黒
色

(25Y2/1)

口縁部 くの字状に

外反

底部貼 り付け高台

面
都
郡
面

外
体
底
内

口縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ

回転糸切 り

黒色研磨、見込

音るに花びら状暗文

砂粒を含む

焼成長好

不

土 一踊
一

1/5

(底 部 )

橙色

(75YR6/6)
黒色

(N15)
底部貝占り付け高台 部

部
面

体
底
内

ロクロヨヨナデ

回転糸切り
黒色研磨、見込
部に放射状の暗文

小砂粒を含

む

焼成長好

不

土 63
1/5

(底 吉働

にぶい橙色

(75YR7/4)
黒色

(N15)
底部貼り付け高台 部

面
　
　
部

体
内
　
　
底

ロクロヨコナデ

黒色研磨、見込

部にループ状の

暗文

ナデ整形

砂粒七含む

焼成長好

不

土 62

1/8

(底 部)

にぶい橙色
(5YR7/4)

黒色

(N15)
底部貼り付け高台 部

面
体
内

ロクロヨヨナデ
黒色研磨、見込

部にうず巻状暗文

細砂粒を含

む

焼成長好
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第3表 第2号住居址 (SB-02)出 土遺物一覧表 〔土器〕
図
号
挿
碁

器  種
量
ｊ
法
で 残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備 考外   面 内   面

不

土 74

1/6

(底 部 )

黒色

(N15)
黒色

(N15)
内外面黒色処理 内外面 ヘラ整形

底 部 ナデ調形
胎土精良
焼成良好

婉

須 95

1/10
(底 部 )

灰色

(5Y6/1)

灰色

(5Y6/1)

器肉厚手

高台高い
体 面 ロクロヨコナデ 胎土精良

焼成良好

皿
脚

完  形 灰白色
(75Y7/1)

灰白色
(75Y7/1)

底部貼り付け高台 面
部
部

外
体
底

口縁部ヨヨナデ
ロクロヨコナデ
回転糸切 り
ナデ整形

体部の内外

面に漬け掛

けによる淡

緑色の釉

婉

(灰 釉 ) 80
1/3

(底
=b)

灰白色

(25Y7/1)

灰白色

(25Y7/1)

器肉厚手大型底部
貼り付け高台

体 部 ロクロヨコナデ 胎土は精良

流

(縁 釉 ) 16 8

1/5 黄緑色 黄緑色 日縁部外反 面
部

外
体

日縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ

胎土は精良

甕

上

22 2 1///6 黒褐色

(10YR3/1)

黒褐色
(10YR3/1)

日縁部 くの字状に

外反

面

面外

外

内

口縁部ヨコナデ

ナデ

胎上に石泣

石英等)を
含む
焼成良好

羽  釜
(上 )

25 1 1/6 橙色
(5YR7/6)

にぶい橙色

(5YR7/6)

鍔部貼 りつけ 面
部
外
体

口縁部ヨコナデ
ロクロヨコナデ

胎上に細粒

を含み焼成

堅緻

3.グ リッド内出土土器

調査地区内の各グリッドより出土した平安時代までの土器はあわせて51点である。いずれも礫

や河原石の集石群中に混入して出土したり、その下層の上層中より出土している。出土遺物はほ

とんどが小破片であり、図上で復元して示 した。

1.2.3は 土師器lThである。 1は体部が外反し、焼成はやや不良である。 2は内面に黒色研

磨が施されている。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部で大きく外反する。 4.5は 土師器 lTh

の底部である。共に内面が黒色研磨されており、底部に貼 り付け高台を有する。

6は灰釉陶器の皿である。胎土は精良で内外面に淡緑色の施釉が行われている。 7は B-3グ

リッド出上の須恵器蓋のつまみ部分である。宝珠形を呈している。 8は土師器の甕である。外面

は橙色を呈し、口縁部が くの字状に外反している。 9は土師器lThで、内外面ともに黒色の上器で

ある。内面は黒色研磨され、休部に放射状暗文が施されている。

10は土師器lThで、内面が黒色研磨されている。不の体部は内湾気味に外反している。■は灰釉

陶器のナ死である。胎土は精良で、休部の内外面に漬け掛けによる釉が施されている。 12は灰釉陶

器の坑で、底部に貼り付け高台を有する。11,12は共にC-2グ リッド内から出上 しており、11

世紀代の東濃系灰釉陶器とみられる。 13は 土師器lThで、内面は丁寧な黒色研磨が行われている。

底部には貼 り付け高台を有し、右回転の糸切 り痕が残る。

14は灰釉陶器の皿である。体部の内面中位に段を有している。全体の仕上げは粗雑で、休部の

内外面に漬け掛けによる釉が施されている。15は土師器のlThで、内面が黒色研磨されている。底
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部はやや粗雑な仕上げ方で、右回転の糸切 り痕が残る。 16は須恵器の不で、底部に貼 り付け高台

を有する。底部は切 り離した後に、回転ヘラケズリが行われている。

17は須恵器の不である。底部は平底で盤状の形態をしている。18は須恵器の鉢で、体部外面に

格子目状の叩き痕が残る。19は土師器のlThで、底部に右回転の糸切 り痕が残る。内外面ともに仕

上げは粗雑である。20は 土師器のlTNで、内面に黒色研磨が施されている。胎土には長石、砂粒を

分く含んでいる。21.22は土師器の写で、共に内面は黒色研磨されている。

23は土師器の甕で、口縁部はくの字状に外反している。24は 土師器のlThである。胎土には小砂

粒を多く含む。25は土師器のlThで、内面は黒色研磨されている。26は 土師器の甕である。口辺部

は内湾気味に外反し、外面に煤が附着している。27は 土師器のlTNである。体部は内湾気味に外反

し、底部に右回転の糸切 り痕が残る。28は土師器の不である。底部、胴部の仕上げは粗雑で、底

部に右回転の糸切 り痕が残る。29は 土師器の下である。

30.31,32.33は 土師器のlTNで、いずれも内面は黒色研磨されている。34は土師器の lThである。

35は 土師器のlThで、内面は黒色研磨されている。底部に右回転の糸切 り痕が残る。36は 土師器の

不で、休部は内湾気味に外反し、内面は黒色研磨されている。37は土師器の不で、底部に貼 り付

け高台を有する。内面は黒色研磨され、中心から放射状にヘラ磨き痕が残る。38は弥生時代後期

の箱清水式上器の甕の破片である。 口縁部から頸部にかけて櫛描波状文が施されている。

39は土師器の不である。内面は黒色研磨され、見込部に放射状暗文が施されている。40は土師

器の不で、底部には貼 り付け高台を有している。内面は黒色研磨され、見込部には放射状暗文が

施されている。41は灰釉陶器の皿である。胎土は精良で内外面にわずかに施釉がなされている。

42は灰釉陶器の婉である。底部に貼 り付け高台を有し、右回転の糸切 り痕が残る。胎土は精良で、

内外面にわずかに施釉されている。

43は 土師器の下で、底部に貼 り付け高台を有する。内外面が黒色の土器で、内面の黒色研磨は

磨減が著しい。44は 土師器のJThである。底部は貼 り付け高台で、底部の切 り離し後にヘラナデが

行われている。休部内面は黒色研磨され、見込部に放射状暗文が施されている。45は 土師器の皿

である。

46は G-2グ リッドから出上した灰釉陶器のナ宛で、口縁部は内湾気味に外反している。体部の

内外面に漬けを卜けによる淡緑色の釉が施されている。47は G-3グ リッドから出上 した灰釉陶器

のテ宛で、底部に右回転の糸切 り痕が残る。底部の貼 り付け高台はやや粗雑な仕上げであり、体部

の内外面に漬け牲卜けによる施釉がなされている。46.47は共に11世紀代の東濃系灰釉陶器と推定

さ/Lる 。

48は須恵器の鉢である。底部、胴部の仕上げは粗雑である。49は H-3グ リッドか ら出土した

灰釉陶器の婉である。体部の内外面に漬けを卜けによる淡緑色の釉が施されており、11世紀代の東

濃系の灰釉陶器とみられる。50は土師器の甕である。外面はにない赤褐色を呈し、口縁部はくの

字状に外反している。51は須恵器の写で、休部は外反し底部は平底である。この底部の整形はや

や粗雑で、回転糸切 り痕が残る。

一-24-―
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第4表 グリッド内出上遺物一覧表 〔上器〕
凶

号

揮

番
希 種

出土G
法 量

(cm)
残存度

■ 調
器形の特徴 調 整 備 考

外   面 内   面

l

不

(土 )

〔B‐ 2)

20 1 ユ/6 にぶい責橙色
(10YR7/4)

にぶい橙色

(75YR7/4)
体部外反
日縁部外反

外面 口縁部ヨヨナデ
体部ロクロヨコナデ
内面 日縁部ヨコナデ
体部ロクロヨヨナデ

胎土は小砂
粒を含む

2

不

(上 )

〔B‐ 2〕

142 1/6 にぶい橙色
(7.5YR7/4)

黒色
(N15)

体部内湾気味に外

反

日縁部外反

外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ

内面 黒色研磨

打台± 1ま /1ヽ砂

粒を多く含

む

3

不

(土 )

〔B‐ 2〕

12.2 1/6 にぶいを色
(5YR6/3)

にぶい橙色
(5YR6/4)

体部外反 外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ
内面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ

胎土は砂粒
を多く含む

4

不

(上 )

〔B‐ 2)

70

1/4

(底 吉L)

明赤褐色
(5YR5/6)

黒色

(N15)
底部員とり付け高台 外面 体部ロクロヨコナ

デ 底部切り離し後、
回転ヘラケズリ

内面 黒色研磨

胎土は小砂
粒を含む

5

不
(■ )

〔B‐ 2〕
6.3

1/3

(底 苫酌

橙色

(5YR6/6)

黒色

(N15)

底部貼 り付け高台 外面 体部ロクロヨコナ
デ 底部切り離し後、
回転ヘラケズリ

内面 黒色研磨

胎土は小砂
粒を含む

皿圏にＢ・２，

118 1/7 灰白色
(2.5Y8/1)

明オリーブ

灰色

(25GY7/1)

体部外反 内外面に淡緑色の施釉が

なされる
胎土は精良

益つま
み (須 )

〔B‐ 3)

つまみ

部
径 24

灰黄褐色
(10YR5/2)

宝珠形を呈す 外面 体部ロクロヨコナ
デ

月台土は/1ヽ砂

粒を含む

甕
(■ )

〔B‐ 4〕

15,4 1/6 橙色
(5YR6/6)

にぶい橙色
(5YR6/4)

口縁部はくの字状
に外反

外面 口縁部ヨコナデ
体部ヘラナデ
内面 日縁部ヨコナデ
体部ヘラナデ

月台」iは /1ヽ砂

粒を含む

不

(土 )

〔C‐ 2)

14.1 1/5 黒色
(10YR1 7/1)

黒色
(Nl_5)

体部外反
日縁部やや外反

外面 口縁部ヨヨナデ
体部ロクロヨコナデ

内面 黒色研磨
体部に放射状暗文

胎土は小砂
粒を含む
内外面とも
に黒色

不
ω
Ｃ・２，

12 2 1/7 にぶい橙色
(5YR6/4)

黒色

(N15)
体部内湾気味に外
反
口縁部外反

外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ
内面 黒色研磨

胎土は小砂
粒を含む

婉

(灰 釉)

〔C‐ 2〕

12 6 1/6 灰白色
(10YR7/1)

灰黄色
(25Y7/2)

体部外反
日縁部外反

外面 口縁部ヨヨナデ
体都ロクロヨコナデ
内面 体部ロクロヨコナ
デ

胎土は精良

体部の内外

面に漬け掛

けによる釉

ナ宛

(灰 釉)
〔C‐ 2〕

61
1/6

(底 部)

灰白色
(10YR7/1)

灰黄色
(25Y7/2)

底部貼り付け高台 内外面に淡緑色の施釉が

なされる
胎土は精良
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第4表 グリッド内出土遺物一覧表 〔土器〕
図
号
挿
番
器 種
出土G 残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備  考外   面 内   面

不

(■ )

〔C‐ 4〕
67

ほぼ完

(底 部 )

にぶい橙色
(75YR6/4)

黒色
(N15)

底部貼り付け高台 外面 休部ロクロヨコナ
デ 底部 回転糸切り
(ロ クロ右回転)
内面 丁寧な黒色研磨

月台土は/1ヽ砂

粒を含む

皿

(灰 釉 )

〔D‐ 3)

12 4 1/6 灰白色
(25Y7/1)

灰責色
(25Y7/2)

体部は外反
内面中位に段を有
する。仕上げは粗
雑

外面 日縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ

内面 体部ロクロヨコナ
デ

胎上は精良
休部の内外
面1こ ,責けをト

けによる釉

lTh

(上 )

〔D-6)
64

1/2

(底 苫向

にぶい赤褐色
(5YR4/3)

黒色
(N15)

底部はやや粗雑な
仕上げ

外面 体部ロクロヨコナ
デ 底部回転糸切 り
(ロ クロ右回転 )
内面 黒色研磨

胎土は砂粒
を多く含む

不

(須 )

(D‐ 6〕

一
留
一

1/5 灰オリーブ色
(5Y6/2)

灰責色

(25Y6/2)
底部貼り利1ナ 高台 外面 体部ロクロヨコナ

デ 底部切り離し後、
全面回転ヘラケズリ
内面 体部ロクロヨヨナ
デ

胎土は小砂
粒を含む

不

(須 )

〔D-6〕

110
1/5

(底 言働

暗オリーブ灰
色

(25GY4/1)

オリーブ灰色
(25GY5/1)

体部外反
底部は平底で盤状
の形態

外面 体部ロクロヨコナ
デ 底部 切 り離し後
全面回転ヘラケズリ

内面 体部ロクロヨコナ
デ

胎土は砂粒
を含む

鉢

(須 )

〔D‐ 6〕

17 0

1/2

(底 言D

オリーブ黒

(5Y3/1)

灰色

(5Y4/1)

体部は外反 外面 体部には格子目状
の叩き痕

内面 ヘラナデ

胎土は砂粒
を含む

不

(上 )

〔E‐ 2〕

54

1/2

(底 部)

にぶい橙色
(75YR6/4)

にぶい橙色

(75YR7/4)
体部外反
内外面ともに仕上
げは粗雑

外面 体吉爵ロクロヨコナ
デ 底部 回転糸切 り
(ロ クロ右回転 )
内面 体部ロクロヨヨナ
デ

胎土は小砂

粒を含む

焼成やや不

良

不

(上 )

〔E2〕

13 6 1/6 にぶい掲色
(75YR5/3)

黒色

(N15)
体部外反 外面 口縁部ヨコナデ

体苫呂ロクロヨコナデ
内面 黒色研磨

胎上は長石、

砂粒を多く

含む

不

(土 )

〔E‐ 2〕

11 8 1/7 にぶい赤褐色
(5YR5/4)

黒色

(N15)
体部外反
口縁部やや外反

外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ
内面 黒色研磨

胎上は砂粒
を含む

界

(上 )

〔E2〕

158 1/4 日縁部黒色
I同音Ьに】ゞ▼ヽ赤
掲色

(5YR5/3)

黒色

(N15)
休部内湾気味に外
反

日縁部外反

外面 日縁部ヨヨナデ
体都ロクロヨヨナデ
内面 黒色研磨

胎上は砂粒
を含む

甕

(上 )

〔E‐ 2)

25 6 1/8 灰褐色
(75YR4/2)

黒褐色
(5YR2/1)

日縁部はくの字状
に外反

外面 口縁部ヨコナデ
体苫トロクロヨコナデ
内面 体部ロクロヨコナ
デ

胎土は小砂
粒を含む

不

(土 )

〔E‐ 2〕

20 4 1///6 にぶい赤褐色
(5YR5/4)

にぶい橙色

(75YR6/4)
体部外反 外面 口縁部ヨコナデ

体部ロクロヨコナデ

内面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ

胎土は小砂
粒を含む

lTh

(土 )

〔E2〕

118 1/5 明赤掲色
(5YR5/8)

黒色

(N15)
体部外反 外面 口縁部ヨコナデ

体部ロクロヨコナデ
内面 黒色研磨

胎土は小砂
粒を含む
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第4表 グリッド内出土遺物一覧表 〔土器〕
凶

号

弾

番

希 種

出上G
法  量
(cn)
残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備  考

外   面 内   面

変

(土 )

〔E‐ 3〕

22 0 1/6 にぶい橙色
(75YR6/4)

にぶい掲色

(75YR6/3)

口辺部内湾

気味に外反

外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨヨナデ

内面 口縁部ヨコナデ
休部ロクロヨヨナデ

河台■は/1ヽ猛少

粒を含む。

外面に煤が

附着

不

(土 )

〔E‐ 4〕

10 4 1/4 にぶい橙色
(5YR6/4)

にぶい橙色
(5YR7/4)

体部内湾気味に外

反

外面 日縁部ヨコナデ
体都ロクロヨコナデ

底部回転糸切 り

(ロ クロ右回転 )

内面体部ロクロヨコナデ

胎上は砂粒

、金雲母を

含む

17h

(土 )

〔E‐ 4)

63

(底 部 )

灰褐色
(75YR5/2)

黒褐色

(上 OYR3/1)
体部外反

底部、胴部の仕上

げイよ粗雑

外面 胴部ロクロヨコナ
デ。底部回転糸切 り

(ロ クロ右回転 )

内面千本言トロクロヨコナデ

胎土は砂粒

を含む

不
は

Ｅ・４

13 6 1/6 赤褐色
(10R5/4)

にぶい橙色

(5YR6/4)

口辺部外反 外面 日縁部 ヨコナデ
体音Бロクロヨヨナデ

内面 日縁部 ヨヨナデ
体部ロクロヨコナデ

胎土は砂粒

を含む

ITh

(土 )

〔E‐ 5〕

107 1/6 にぶい橙色
(75YR7/3)

黒色

(N15)

日辺部外反 外面 口縁部 ヨコナデ
体著馬ロクロヨコナデ

内面 黒色研磨

胎土は小砂

粒を含む

lTh

(土 )

〔F2〕

112 1/8 口辺部黒色
】同吉呂にぶい赤
褐色

(5YR5/4)

黒色

(N15)

口辺部外反 外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ

内面 黒色研磨

河台土は/1ヽ V1/N

粒を含む

外面に煤が

附着

17N

(上 )

〔F‐ 2)

20 2 1/6 橙色
(5YR6/6)

黒色

(N15)

日辺部外反
口縁部大きく外反

外面 日縁部ヨコナデ
体言Бロクロヨコナデ

内面 黒色研磨

月合土は/1ヽ砂

粒を含む

邪
(■ )

〔F‐ 2〕

120 1/6 にぶい橙色
(5YR6/4)

日辺部
灰掲色

(75YR6/2)
胴部黒色

口辺部外反
日縁部やや外反

外面 日縁部 ヨコナデ
体著爵ロクロヨコナデ

内面 黒色研磨
(口 辺部は磨滅して黒

色がとれる)

月台土は /1ヽ砂

粒を含む

不

(土 )

〔F‐ 2〕

14 4 1/6 橙色
(5YR6/6)

にぶい橙色

(5YR6/4)

日辺部外反

日縁郡やや外反

外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ

内面 口縁部ヨコナデ
胴部ロクロヨコナデ

月台上は /1ヽ砂

粒を含む

不

(■ )

〔F2)
88

1/6 にぶい橙色
(5YR7/4)

黒色

(N15)

体部外反

胴言番のつ くりはや

や粗雑

外面 胴音トロクロヨコナ
デ 底部回転糸切 り
(ロ クロ右回転 )

内面 黒色研磨

月台」iは /1ヽ VJ/N

粒を含む

lfh

(■ )

〔F‐ 2〕

142 と/6 橙色
(5YR6/6)

黒色

(N15)

体部内湾気味に外
反

外面 口縁部ヨヨナデ
体部ロクロヨコナデ

内面 黒色研磨

胎上は小砂
粒を含む

杯

(■ )

〔F‐ 2)

73

(底 部)

橙色
(5YR6/6)

黒色

(N15)

底部貼り付け高台 外面 体部ロクロヨコナ
デ 底面切 り離し後全
面回転ヘラケズリ

内面 黒色研磨、中心か
ら放射状にヘラ磨き痕

胎土は小砂

粒を含む

甕
弥 生
〔F‐ 2〕

10 6 1/6 にぶい赤褐色
(5YR4/つ

黒褐色

(5YR3/1)

日辺部外反 外面 日縁部ヨコナデ
日縁著馬から頸部に櫛キ苗

波状文

内面 口縁部ヨコナデ
頸部ヘラナデ

月台土は /1ヽ秒

粒を含む
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第4表 グリッド内出上遺物一覧表 〔土器〕
揮 凶

番 号

器  種
出土 G

法 量
rcm)
残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備  考外   雨 内   面

邸

(■ )

〔F-3〕

122 1/5 にぶい褐色
(75YR6/3)

黒色

(N15)
体言卜内湾気味に外
反

外面 口縁部ヨコナデ
体部ロクロヨコナデ
内面 黒色研磨
見込部に放射状暗文

河台土は/」 砂ヽ
粒を含む

不
(■ )

〔F‐ 3〕
74

(底 音D

にぶい橙色

(5YR7/4)
黒色

(N15)
底部は貼り付け高

休部外反

外面 体部ロクロヨコナ
デ 底部は切 り離 し後
回転ヘラケズリ

内面 黒色研磨、見込部
に放射状暗文が10本

打台土は/」 砂ヽ

粒を含む

皿

灰  釉
〔F‐ 5〕

120 1/7 にぶい責橙色
(10YR7/3)

にぶい黄橙色
(10YR7/2)

休部外反 内外面にわずかに施釉 胎土は精良

ナ宛

灰 釉
〔F-5〕

一
渕
一

1/  2

(底 部 )

にぶい黄橙色
(10YR7/2)

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

底部貼り付け高台 外面 体部ロクロヨコナ
デ 底部回転糸切 り
(ロ クロ右回転 )
内面 休吉田ロクロョコナ
デ

胎上は精良、

内面にわず
か施釉

不

(上 )

〔G‐ 2〕

90

(底 吉0

黒色

(N15)
黒色

(N15)
底部員とり付け高台
底部の仕上げは粗
雑

外面 ロクロョコナデ
底部切 り離し後回転へ

ラケズリ

内面 黒色研磨されてい
るが磨滅が著 しい

胎土はガヽ砂
粒を含む

lTh

(土 )

〔G2〕

62

(底 吉0

浅黄橙色
(10YR8/4)

黒色

(N15)
底部貼り付け高台 外面 体部ロクロヨコナ

デ 底部切り離し後へ
ラナデ
内面 黒色研磨、見込部
に放射状暗文が 9本

月台土は/」 7ヽJ/N
粒を含む。
焼成がやや
不良

皿

(土 )

〔G2〕

14 0

1/6
浅黄橙色
(75YR8/6)

にぶい橙色
(5YR7/4)

口辺部外反 外面 回縁部 ヨコナデ
体部ロクロヨヨナデ
内面  日縁部 ヨコナデ
体部ロクロヨョナデ

汚台土は /1ヽ 1少

粒を含む

娩

灰 釉
〔G‐ 2〕

18 0

1/8
灰白色
(5Y7/1)

明オリーブ灰
色

(25GY7/1)

日縁部内湾

気味に外反
外面 日縁部ヨコナデ
体部ロクロヨョナデ
内面 回縁部ヨコナデ
体都ロクロヨョナデ

胎土は精良、

体部の内外
面に貴け掛
けによる淡
緑色の釉

娩

灰 釉
〔G‐ 3〕

72 1/2

(底 音D

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

にぶい黄橙色
(10YR6/3)

底部は貼り付け高
台でやや粗雑な仕
上げ

外面 体部ロクロヨヨナ
デ底部回転糸切 り

(ロ クロ右回転 )
内面 ロクロヨコナデ

胎土は精良
体部の内外
面に貢け掛
1ナによる釉

鉢

(須 )

〔G‐ 6〕

12 0

1ノ//4

(底 部 )

黒色

(N2)

暗青灰色
(10BG3/1)

体部外反、底部、
胴部の仕上げは粗
雑

面
面
外
内

ヘラナデ
ロクロヨコナデ
ヘラナデ

胎土|よ砂粒
を含r」

サ宛

灰 釉
〔H‐ 3〕

164
1///5

灰白色

(5Y7/1)

灰白色

(5Y7/2)

日辺部外反
日縁部やや外反

外面 日縁部ヨコナデ
休言Бロクロョコナデ
内面 ロクロョコナデ

胎土は精良、

体部の内外

面に演け掛

けによる淡

緑色の釉

甕

(土 )

〔H3〕

126 1/5 にぶい赤褐色
(5YR5/4)

暗赤褐色
(5YR3/4)

口縁部は くの字状
に外反

外 面 日縁部ヨコナデ
胴部ヘラクズリ
内 面 口縁部ヨヨナデ
胴部横位のヘラケズリ

胎土は小砂
粒、黒雲母
を多量に含
む
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第4表 グリッド内出土遺物一覧表 〔土器〕
凶

号

揮

碁

喬  種
出土G

法  量
(cm)
残存度

仲
`

調
器形の特徴 調 整 備  考

外   面 内   面

郭
(須 )

〔H‐ 3〕
56
(底 部 )

暗灰色
(N3/1)

灰色

(N4/1)

体部は外反し底部

平底。

底部の整形はやや

粗雑

外面 体苫トロクロヨコナ
デ

底部回転糸切 り

内面 ロクロヨコナデ

月台■は/1ヽ PU/N

粒を含む

4。 中世、近世の出土土器

中世から近世にかけての遺物とみられる資料は、内耳土器を含めて24フミが出土した。内耳土器

については次節で扱うこととし、以下 8点の資料をみてみたい。

1は青磁碗である。口辺部は内湾して外反している。体部の外面は緑灰色に施釉されている。

2は 自磁碗で、休部は内湾気味に外反している。体部の内外面に黄色味を帯びた白色の施釉がな

されている。 1、 2共に江戸時代前半の製品とみられる。

3は美濃灰釉の碗である。体部は内湾気味に外反し、底部に削り出しによる高台を有する。体

部の内外面に淡緑色の施釉がなされている。 4は 美濃灰釉の鉢で、体部は外反している。体部内

面には淡緑色の釉が施されている。 3、 4共に15～ 16世紀代の製品とみられる。

5は陶器の鉢である。体部は内湾して外反し、底部に削り出しによる高台を有する。体部内面

に青味を帯びた白色の釉が施されている。18～ 19世紀代に比定される。 6は瀬戸灰釉とみられる

碗である。体部は外反し、底部は削り出し高台を有する。胎土は精良で、淡黄色の施釉がなされ

ている。15～ 16世紀代の製品とみられる。

7は 白磁の碗で、体部の内外面に黄色味を帝びた白色の施釉が行われている。江戸時代前半の

製品と推定される。 8は染付碗である。体部は内湾気味に外反し、底部に削り出しによる高台を

有する。休部の内外面に無色の釉が厚めに抱されている。外面に薄い藍色で格子状 と山形の文様

が描き出されている。18～ 19世紀代の製品とみられる。

第 5表 中世.近世の出土土器一覧表
凶

号

挿

碁
金  企里

出土 G
法  亘
(cm)
残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備  考

外   薗 肉   而

l

碗
(青 磁)

〔H‐ 3〕

78 と/6 緑灰色
(75GY6/1)

オリーブ灰色
(5GY6/1)

口辺部内湾して外
反

緑灰色に施釉されている 胎土は精良

2

碗
(白 磁 )

〔F‐ 3)

87 1/6 灰白色
(75Y8/1)

灰白色
(25Y8/2)

休言卜は内湾気味に
外反

内外面に黄色味をおびた

白色の施釉がなされてい

る

胎土は精良

3
碗
(美濃
灰釉 )

〔F‐ 2〕

一
肥
一

1/2

(底 部)

明緑灰色
(75GY8/1)

明オリーブ

灰色

(5GY7/1)

体部内湾気味に外
反、削り出し|こ よ
る高台を有する

内外面に淡緑色の施和が
なされている

胎土は精良
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第 5表 中世。近世の出上土器一覧表

神 凶

碁 号
種
Ｇ土

議
出

法  亘
(cm)
残存度

イヨ3 訓
器形の特徴 調 整 備  考

外   面 内   雨

4

鉢
(美濃
灰罪正
〔F‐ 5)

一
Ｍ
一

1/6

(底 部 )

灰白色
(25Y8/1)

灰白色
(10Y7/2)

体部外反
底言籐貝占リイ寸I)

高台

内外面に施釉
内面休部には淡緑色の釉
がほどこされる

胎土は精良

5

鉢
(陶 器 )

〔C5〕

104
(底 音p

胴部灰白色
(25GY8/1)

緑灰色
(5G6/1)

体部は内湾して外
反、削り出しによ
る高台を有する

外面 体著トロクロヨコナ
デ、底部は回転ヘラケ
ズ |)

内面 施釉

胎土は砂粒
を多く含む
釉は青味を

おびた白色釉

碗

(頼 戸

灰 釉 )

〔H‐ 3〕

58
1/3

(底 苫酌

淡黄色
(25Y8/3)

明黄褐色

(25Y7/6)

体部外反

底部の高台は削 り

出し

外面 体部ロクロヨコサ

デ、底部回転糸切 り

(ロ クロ右回転 )

内面 淡黄色の施釉が /J・
される

胎土は精良、

体部の内外

面に施釉

7

碗

(白 磁 )

〔H3)

関
一　
一

1/6 1夫黄色
(25Y7/4)

浅黄色
(25Y7/4)

体部内湾気味に外
反

内外面に黄色味を帯びた

白色の施釉がなされる
胎土は精良

8

湾
(染 付)
〔E3)

11 5
52
71

1./2 灰色
(10Y6/1)

オリーブ
灰色
(10Y6/2)

に
に
る

味
し
す

気
出
有

湾
り
を

内
削
台

虚Ｌ
　
古ヽ
回

部
反

る

体
外

よ

内外面に無色の釉、外面
に薄い藍色の文様を描 く

胎土は精良

5。 内耳土器

調査地区から出土した内耳土器は16点で、いずれも破片である。これらの内耳土器は器高の低

い、いわゆる「ほうろく型」とみられる内耳土器である。内耳土器の出土は、 B-3、 C-5、

E-2、 E-5、 F-2、 G-2、 G-6の 各グリッドからみられた。特にC-5グ リッドから

8点の出上が確認され、この地点から集中して出土している。この出土層位は、礫が分量に混入

した土層を千」いだ黒褐色土層中であり、附近からは寛永通宝 1点や 18～ 19世紀頃とみられる陶器

の鉢が出上している。

1～ 7の内耳土器片は、すべて胴部の外面がヘラケズリ調整されている。胴部の内面はヘラナ

デやヘラ磨きが行われている。胎土は小砂粒を含み、 5を 除いていずれも外面に黒色の煤が附着

しX〕 るヽ。

8は耳部と底部が残存している内耳土器である。土器の法量は推定回径が32.4cm、 推定底径が

22.6帥 、器高は 4.9cmである。休部は外反し、胴部はヘラケズリ調整されている。胴部の表面は

凹凸がみられ、粗雑な仕上げとなっている。体部内側には、縦位に耳部が付けられている。この

耳部は口縁端部から l mm下 より接続している。土器内面の見込部は丁寧なヘラ磨さが施されてい

る。胎土は小砂粒を含み、外面に媒が附着している。

9は耳部が付いた内耳土器片である。胴部外面はヘラケズリ調整が行われ、煤が附着している。

内面の見込部はヘラ磨きが施されている。 10。 12は 内耳土器片で、共に胴部がヘラケズリ調整さ

れている。

11.1314.15は 、いずれも内側に耳部が付けられた内耳土器片である。これらはすべて外面に

煤が附着している。胴部外面はヘラケズリ調整され、内面はヘラナデ調整されている。13は 口縁
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端部よりす ぐに耳部が接続している。mは 口縁端部より 1.5cm下 より、14は 5 mm下 より、15は 4

mm下 より、それぞれ耳部が接続している。

16は内耳土器の底部で、上記のほうろく型土器とは異なり、器高の高いものである。胴部は
ヘ

ラケズリ調整され、器壁は内湾するカーブを描きながら立ち上がっている。その器形から15～ 16

世紀代のものと推定される。

内耳土器については、小林秀夫氏が茅野市御社宮司遺跡の報告書 (『長野県中央道埋蔵文化財

包蔵地発掘調査報告書―茅野市その 5-昭和57年、長野県教育委員会発行』)に おいて、編年的

な検討を行っている。小林氏はそのなかで、15世糸己、16世紀代を I～ Vに 区分し、さらに17世紀

以降のほうろく型の内耳土器を区分 している。県内では近世以降のほうろく型の内耳土器として

は岡谷市御頭屋敷遺跡、長野市田中沖遺跡の出土例が知られている。

本調査地区から出上した16を 除く器高の低い内耳土器もこのほうろく型の内耳土器に分類され

る。前述したようにC-5グ リッド出上のほうろく型の内耳土器片は寛永通宝や18～ 19世紀代に

比定される陶器の鉢 と共に出上している。また他グリッド出上の内耳土器片も比較的上層から出

上しており、これらのほうろく型の内耳土器は18世紀以降の、江戸時代後半以降に使用されたも

のと考えられる。

第 6表 内耳土器一覧表

図
号
挿
悉 種貿
器
出

法 量
(cm)
残存度

色 調
器形の特徴 調 整 備  考

外   向 内   山

1

内耳

土器

(土 )

〔B-3〕

32 8 1/4 口縁部黒色
胴部暗褐色
(75YR3/3)

にぶい褐色
(75YR6/3)

体部外反、胴部中
央でゆるやかな稜
をもつ

外 面 日縁部 ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

ロ縁部ヨヨナデ

胴部丁寧なヘラ磨き

内面

胎土は砂粒

を多く含む

外面に煤が

附着

2

内耳

土 器

(土 )

(C5〕

27 6 1/6 日縁部～胴部
上半黒色
胴部下半にぶ
い褐色
(75YR5/3)

にぶい褐色

(75YR5/4)

口縁部やや外反、
休部外反、胴部の

外面は粗雑な仕上
げ

外面 口縁部ヨコナデ

胴部ヘラケズリ
回縁部ヨコナデ
掲同著眸、ラ磨き

内面

月台土は/1ヽ砂

粒を含む

外面に煤が

附着

内耳

土器

(上 )

〔C‐ 5〕

31_8 1/6 日縁部黒色
胴部暗褐色

(10YR3/3)

灰褐色

(75YR4/2)
体部外反

胴部上半にゆるや

かな稜をもつ

外 面 口縁部ヨコナデ

胴部ヘラケズリ
ロ縁部ヨコナデ

胴部横位のヘラ磨き
内部

胎上は小砂

粒を多く含

む 口縁部
に媒が附着

4

内耳

土器

(上 )

〔C‐ 5〕

38 0 1/6 灰褐色
(5YR5/2)

にぶい褐色
(75YR5/3)

口縁部やや外反、

体部外反

外 面 口縁部ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

ロ縁部ヨコナデ

胴部ヘラナデ

内 面

月台土 |ま /1ヽ砂

粒を含む

口縁部に煤

が附着

5 器
，

，

憫
土
は
にＣ・５

31 2 1/8 灰黄褐色
(10YR6/2)

責灰色
(25Y5/1)

体部外反、胴部上

半にゆるやかな稜
をもつ

外面 回縁部 ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

日縁部ヨコナデ

胴部ヘラ磨き

内面

胎土は小砂
粒を含む

6

内耳
土器

(土 )

〔C‐ 5〕

34 9 1/4 黒褐色
(10YR3/1)

にぶい褐色

(75YR5/4)

休部外反、胴部の

外面は粗雑な仕上
tデ

外 面 口縁部ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

ロ縁部ヨコナデ

胴部丁寧なヘラ磨き
内面

胎上は小砂
粒を含む

外面に煤が

附着
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挿 凶

番 号

器 種
出土G
法 量
(cm)
残存度

俸 . 調
器形の特徴 調 堅 備  考

外   面 内   面

7

内耳

土器

(上 )

〔C‐ 5〕

37 1 1ノ//4 暗赤褐色
(5YR3/2)

暗褐色
(75YR3/3)

体部外反、胴部の

外面は粗雑な仕上
|ギ

外 面 口縁部ヨヨナデ

胴都ヘラケズリ

ロ縁部ヨコナデ

胴部丁寧なヘラ磨き
内面

胎土は小砂
粒を含む

外面に煤が

附着

8

内耳

土器

(上 )

〔C‐ 5〕

３２

２２

４

1/4 日縁部黒色
打同音るから厄垂音ト
にぶい赤褐色

(25YR4/4)

赤掲色
(10R4/3)

体部外反、胴部の

外面は凹凸があり

粗雑な仕上げ

内側に耳部が縦位

につ く

外 面 回縁部 ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

ロ縁部 ヨコナデ

見込部は丁寧なヘラ

磨き

内面

月台土は/1ヽ砂

粒を多く含

む
口縁部に煤

が附着

内耳

土器

(土 )

〔E‐ 2)

42

1/6 日辺部黒色
胴部黒褐色

(10YR3/1)

にぶい褐色

(75YR5/3)
体部外反

内側に耳部が縦位

につ く

外 面 口縁著躊ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

ロ縁部 ヨコナデ

見込部はヘラ磨き
内面

胎土は砂粒

を含む

外面に煤が

附着

内耳

土器

(上 )

〔E‐ 5〕

35 1 1/4 灰黄褐色
(10YR5/2)

にぶい黄橙色

(10YR6/3)

体部内湾気味に外

反、胴部の外面は

粗雑な仕上げ

外 面 口縁部ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

ロ縁部 ヨコナデ

胴部ヘラナデ
内面

月台土は/1ヽ砂

粒を含む

外面に媒が

附着

内耳

土器

(■ )

〔F‐ 2)

1/6
黒褐色
(10YR3/1)

灰褐色

(75YR4/2)

休部外反、内側に

耳都が縦位につ く
外面 口縁部ヨコナデ
胴部ヘラケズリ

内面 日縁部 ヨヨナデ
胴部ヘラナデ

月台土は/1ヽ砂

粒を含む

外面に煤が

附着

内耳

土器

(上 )

〔G‐ 6〕

29 8 1/8 にぶい赤褐色
(25YR5/4)

明赤褐色
(25YR5/6)

口縁部やや外反、

体都外反

外面 口縁部ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

日縁部 ヨコナデ

胴部ヘラナデ
内面

月台上は /1ヽ砂

粒、黒雲母

を含む

内耳

土器

(土 )

〔G‐ 2〕

1/6 口辺部黒色
胴部灰責褐色

(10YR5/2)

灰黄褐色

(10YR6/2)

体部外反、内側に

耳部が紐位につく
外 面 口縁部ヨコナデ

胴部ヘラケズリ

日縁部 ヨコナデ

胴部ヘラナデ
内面

打台土は/1ヽ砂

粒を含む

外面に媒が

附着

14

内耳

上器

(土 )

(G‐ 2〕

1/6 黒褐色
(10YR3/1)

にぶい黄橙色

(10YR6/4)

体部外反、内側に

耳部が維位につく
外面 日縁部ヨコナデ
胴部ヘラケズリ

内面 口縁部ヨコナデ
胴部ヘラナデ、耳部

に縦方向の刷毛目

胎土は小砂
粒を含む

外面に煤が

附着

内耳
土器

(■ )

〔G‐ 2〕

1/8 黒褐色
(孔 OYR2/2)

によい橙色

(75YR6/4)
体部外反、内側に

耳部が縦位につ く

外面 日縁部ヨコナデ
胴部ヘラケズリ

内面 日縁部ヨコナデ
胴部ヘラナデ

胎土はノト砂

粒を含む

外面に煤が

附着

内耳

土器

(上 )

〔G‐ 5)

14 6

1/2
(底 言働

にぶい赤褐色

(5YR5/3)

明灰褐色

(75YR7/2)
器壁は内湾するカ

ーブを描きながら

立ち上がる

外 面 胴部、底部ヘラケ

ズリ後ナデ

体部ヘラナデ内面

月台土は/1ヽ砂

粒を多く含

む

6。 布日瓦

第 6表 内耳土器一覧表

住居址を除いた調査地区から出土した布目瓦は、あわせて38点 である。このうち平瓦が34′く、

九瓦が 4点出上し、いずれも小破片であった。文様が施された軒平瓦、軒丸瓦の出土は皆無であ

った。調査地のほぼ全域から冗の出土がみられたが、特に調査地区東端のB-2、 B-3、 B―

4グ リッドから20点 の瓦片が出上した。出土層位は上層から下層までほぼ満遍なく出上している

が、ことにB-3、 B-4グ リッドでは、季大の礫や河原石に混入して上層から出土する場合が
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みられた。

平瓦は凸面の整形叩き文様から縄目文の叩き痕をもつ瓦、格子文の叩き痕をもつ瓦、平行条線

文の叩き痕をもつ瓦の 3種類が出上した。縄目文の瓦は12点が出土しており、そのうち叩き板に

巻き付ける縄に右撚 りの縄を使用しているものが 8点、左撚 りの縄を用いているものが 4点であ

った。

E-4グ リッドから出上した縄目文の平瓦 (第21図26)は 、その叩き痕から 6本前後の縄を維

長に巻き付けた叩き板で整形したことが窺える。また、叩き板から糸電が遊離するのを防ぐために、

途中を細紐で横に縛った痕跡が認められる。

格子文の叩き痕の瓦は11点が出土している。また平行条線文の叩き痕の瓦は 3点が出上してい

る。その他凸面の整形が不明なものは 8点である。いずれの瓦も凹面は布目痕が残 り、端部はケ

ズリ調整されている。

丸瓦は 4′ミが出上している。凸面はナデが行われており、凹面は布目痕が残っている。37、 38

の九瓦は、共に玉縁部分の破片と考えられる。出土した38´ミの瓦のうち、酸化烙焼成の瓦が20点、

還元焔焼成の瓦が18点 を占め、ほぼ半分ずつに分かれている。これらの小瓦片はすべて凹面に布

目痕をもち、奈良時代の信濃国分寺創建時の瓦片から平安時代初期の補修用瓦片までが、混在し

ていると考えられる。
(倉沢正幸)

第 7表 布目瓦一覧表
押 凶

番号
器 種

凄
出土G

イ:il::||| 調
器形の特徴、調    整 備  考

凹  而 凸  雨

l 平  瓦 A‐ 4 暗緑灰色
(5G4/1) 純く‐ＯＲ５／

凸面 格子文の叩き痕、施文後
に一部磨 り消し

凹面 布目痕

胎土は砂粒を含む
酸化贈焼成

2 平  瓦 A‐ 4 灰色
(N5)

灰色
(N4)

凸面 格子文の叩き痕、施文後
に一部磨り消し

凹面 粗い布目痕

胎土は砂粒を含む
遺元烙焼成

3 平  瓦 B‐ 2 灰白色
(25Y7/1)

灰白色
(10YR7/1)

凸面 磨滅が顕者
四面 布目痕端部はケズリ調整

く
成
多
焼
を
招
粒
元
砂
還
は上
む

胎
含

4 平  瓦 B2 にない橙色
(5YR6/3)

赤灰色
(2_5YR4/1)

凸面 格子文の叩き痕
凹面 布目痕端部はケズリ調整

胎土は小砂粒を含
む 酸化贈焼成

5 平  瓦 B‐ 2 黄灰色
(25Y4/1)

灰色

(N4)
凸面 叩き痕と一部布目痕が残
る

凹面 布目痕端部はケズリ調整

胎土は砂粒を含む
違元招焼成

6 平  瓦 B‐ 3 黒褐色
(10YR3/1)

暗灰色

(N3)
凸面 平行条線文の叩き痕
凹面 布目痕
端部はケズリ調整

胎土は小砂粒を含
む
還元烙焼成

7 平  瓦 B‐ 3 黒褐色
(10YR3/1)

暗灰色

(N3)
凸面 平行条線文の叩き痕
凹面 布目痕
端部はケズリ調整

月台土は/1ヽ砂粒を含
む
還元烙焼成

8 平  瓦 7_2 B‐ 4 にぶい橙色
(5YR6/4)

褐灰色
(10YR6/1)

画
面
凸
凹
格子文の叩き痕
粗い布目痕
端部はケズリ調整

胎土は砂粒を含む
酸化烙焼成

9 平  瓦 B‐ 4 にぶい橙色
(5YR6/4)

橙色
(5YR6/6)

面
面
凸
凹
表面部欠損
布目痕

胎土は小砂粒を含
む 酸化熔娩成
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第 7表 布目瓦一覧表
図

号

揮

碁 器  種
済  畳

出土G
イ::it:,|`

器形の特徴、調    整 備  考
岳 ★ 幅 器 凹  而 出

平  瓦 74 18 B‐ 4 にぶい橙色
(7/5YR6/4)

褐灰色
(5YR5/1)

面
面
凸
凹
磨滅が顕著
布目痕

胎土は砂粒を含む
酸化烙焼成

11 平  瓦 133 20 B4 にぶい橙色
(5YR6/4)

灰褐色
(5YR6/2)

凸面 縄目文の叩き痕、縄は左
撚 り使用

凹面 布目痕

胎土は砂粒を多く
含む
酸化熔焼成

平  瓦 12 3 18 B-4 掲灰色
(10YR6/1)

明褐灰色
(75YR7/1)

凸面 縄目文の叩き痕、縄は左
撚 り使用

凹面 布目痕端部はケズリ調整

胎土は砂粒を含む
遠元烙焼成

13 平  瓦 22 B‐ 4 黄灰色
(25Y4/1)

褐灰色
(10YR6/1)

凸面 縄目文の叩き痕、縄は右
撚り使用、施文後に一部
磨 り消し

凹面 布目痕端部はケズリ調整

胎土は小砂粒を含
む
這元烙焼成

14 平  瓦 101 23 B4 灰色
(N6)

灰色
(N6)

凸面 縄目文の叩き痕、縄は右
撚 り使用

凹面 布目痕

胎土は小砂粒を多
く含む
這元娼焼成

15 平  瓦 21 B4 にぶい橙色
(75YR7/4)

にぶい橙色
(75YR7/3)

凸面 表面部欠損
凹面 布目痕
端部はケズリ調整

胎土は小砂粒を含
む
酸化烙焼成

平  瓦 82 B‐ 4 にぶい橙色
(5YR7/3)

にぶい橙色
(5YR7/4)

画
面
凸
凹
格子文の叩き痕
粗い布目痕

胎土は砂粒を多く
含む 酸化娼焼成

17 平  瓦 B4 にぶい橙色
(5YR6/4)

にぶい橙色
(5YR7/4)

面
面
凸
凹
格子文の叩き痕
粗い布 目痕

胎土は 2～ 4 mmの
大粒の砂粒を含む
酸化熔焼成

平  瓦 24 B4 にぶい橙色
(5YR7/4)

にぶい橙色
(75YR7/4)

画
面
凸
凹
格子文の叩き痕
粗しヽ布 目痕

胎土は砂粒を含む
酸化烙焼成

平  瓦 B‐コ 灰色

(N4)
黒灰色

(N3)
凸面 縄目文の叩き痕、左撚 り
の大目の縄使用

凹面 布 目痕

胎土は砂粒を含む
酸化烙焼成

平  瓦 23 C‐ 2 にぶい橙色
(5YR6/3)

にぶい褐色
(75YR5/3)

面

面

凸

凹
磨減が頭著
粗い布目痕

胎土は砂粒を含む
酸化熔焼成

平  瓦 C4 灰褐色
(75YR6/2)

灰黄褐色
(10YR6/2)

凸面 縄目文の叩き痕、右撚 り
の縄使用

凹面 布目痕の上にヘラナデ

胎土は砂粒を含む
遺元烙焼成

平  瓦 22 C4 にぶい橙色
(5YR6/3)

赤灰色
(25YR5/1)

凸面 格子文の叩き痕
凹面 布目痕端部はケズリ調整

胎土は砂粒を含む
酸化烙焼成

平  瓦 25 C5 灰色
(5Y4/1)

灰色
(5Y6/1)

凸面 縄目文の叩き痕、右撚 り
の縄使用

凹面 布 目痕

胎土は砂粒を含む
還元燿焼成

平  瓦 E4 灰白色
(10YR7/1)

黄灰色
(25Y6/1)

凸面 叩きの後にヘラナデ
凹面 布目痕
端部はケズリ調整

胎土は砂粒を多く
含む
逮元烙焼成

平  瓦 17 E4 にぶい橙色
(5YR6/3)

暗灰色
(N3)

画
面
凸
凹
平行条線文の叩き痕
布目痕

胎土は小砂粒を多
く含む逮元招焼成

平  瓦 E‐ 4 灰黄色
(25Y6/2)

にぶい黄橙
色
(10YR7/2)

凸 面 縄目文の叩き痕、縄は右
撚 り使用、叩き後一部ヘラ
による磨 り消しがなされて
いる。端部はケズリ調整
布目痕凹 面

胎土は砂粒を含む
酸化烙焼成

平  瓦 F-5 橙色
(75YR6/6)

にぶい橙色
(75YR6/4)

凸面 縄目文の叩き痕、縄は左
撚 り使用、

凹面 布目痕

胎土は砂粒を含む
酸化贈焼成

平  瓦 87 F5 灰色
(N4)

灰色

(N4)
凸面 縄目文の叩き痕、右撚 り
の縄使用

凹面 布目痕

胎土は砂粒を含む
還元賂焼成
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第 7表 布目瓦一覧表
凶

号

椰

番 器 種
桜

出土G
イ者 調

器形の特徴、調    整 備 考門  而 凸  回

平  瓦 17 F-5 黄灰色
(25Y5/1)

褐灰色
(10YR6/1)

面
面
凸

凹
格子文の叩き痕
布目痕

胎上は砂粒を多く
含む通元贈焼成

平  瓦 157 G‐ 3 にぶい橙色
(75YR6/4)

にぶい橙色
(75YR7/3)

画
面
凸
凹
格子文の叩き痕
粗い布目痕
端部はケズリ調整

胎土は砂粒、長石
を含む
酸化烙焼成

平  瓦 G5 灰色
(N4)

灰色

(N5)
凸面 縄目文の叩き痕、右撚り
の縄使用

凹面 布目痕端都はケズリ調整

胎土は小砂粒を含
む
通元烙焼成

平  瓦 G‐ 5 にぶい褐色

(75YR5/3)
にぶい橙色
(5YR6/4)

面
面
凸
凹
磨減が顕者
布目痕

胎土は小砂粒を含
む 酸化烙焼成

平  瓦 G6 灰色
(5Y4/1)

責灰色
(25Y5/1)

凸面 縄目文の叩き痕、右撚り
の縄使用

四面 布目痕

胎土は砂粒を多く
含む
還元贈焼成

平  瓦 G6 にぶい赤褐
色
(5YR5/4)

明赤褐色
(25YR5/6)

面
面
凸
凹
格子文の叩き痕
粗い布目度

胎土は小砂粒を含
む
酸化烙焼成

九 瓦 B4 灰白色
(10YR7/1)

にぶい責橙
色
(10YR7/2)

凸面 ナデ調整
凹面 布目痕
端部はケズリ調整

胎土は砂粒を含む
還元烙焼成

九 瓦 B4 にぶい橙色
(5YR6/4)

にぶい橙色
(75YR7/3)

凸面 ナデ調整
凹面 布目痕、 lヶ 所指圧痕、
端部はケズリ調整

胎土は砂粒を含む
酸化箔焼成

九 瓦 B4 橙色
(75YR7/6)

にぶい橙色
(75YR7/3)

凸面 ナデ調整
凹面 布目痕、端部はケズリ調
整、丸瓦の工縁部分

胎土は砂粒を含む
酸化熔焼成

九 瓦 71 F‐ 5 灰責褐色
(10YR6/2

褐灰色
(10YR6/1)

凸面 ナデ調整
凹面 布目痕、端部はケズリ調
整、九瓦の玉縁部分

胎土は小砂粒を含
む
還元烙焼成

7。 石製品

出土した石製品 7′くのうち、祗石は 4点出上している。 1は砂岩製の祗石で、 4面祗の荒祗と

みられる。祗石本体を固定して使用する置祗型祗石で、研ぎ方向が一定しており、表面は滑らか

で磨耗による湾曲がみられる。

2、 3は凝灰岩製で、共に四面砥の中砥とみられる。 3は二面に、利器の刃部を研磨したと思

われる斜めや十文字状の濤が刻まれている。 2、 3は研 ぐ物を固定して祗石を動かして使用した

手持ち型砥石である。 4は砂石製である。四面砥の荒祗とみられる置砥型祗石で、表面が滑らか

である。

5は軽石製の大型凹石で、凹部の磨減からみてかなりの頻度で使用されたことが窺える。全体

のほぼ1/2を 欠損している。 6は安山岩製の磨石である。端部に敲打痕がみられ、敲石としての使

用も考えられる。 7は硯の破片で、粘板岩製である。硯の縁部と陸部のみが残存している。石製

長方硯が破損したものである。E-5グ リッドの上層から出上しており、近世以降の遺物とみら
れる。
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第 8表 石製品一覧表
凶

号

戸

番 絶
量
う２
重
ｒ 石  質 出土G 色 調 捕 考

さ

ユ 砥石 5_7 1,270 砂 岩 D‐ 5 浅責色
(2.5Y7/4)

四面砥の荒砥 とみられる

砥 石 凝灰岩 D-6 灰白色
(2.5Y7/1)

四面祗の中祗とみられる

砥石 凝灰岩 E‐ 3 灰白色
(2.5Y7/1)

四面祗の中祗とみられる
二面に金属を研磨した痕跡が残る

4 祗 石 砂 岩 F‐ 3 浅黄色
(25Y7/3)

三面が使用されている。底部は板状に割れ
ているため不明であるが、四面砥の売砥と
みられる。

凹 石 2,910 軽  石 F‐ 5 黒色
(Nl.5)

大型の凹石。凹部の磨減からかなりの頻度
で使用されたとみられる。ほtF1/2を 欠損

磨石 安山岩 B3 黄灰色
(25Y5/1)

磨石として使用。片端部に敲打痕があり敲
石としての使用も窺える

7 硯 片 粘板岩 E‐ 5 硯の縁部と陸部のみが残存
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8.銭貨

古銭は渡来銭の紹聖元宝が 1´く、寛永通宝が 3フミ出上している。その他にG-2グ リッド上層

より、大正 7年鋳造の一銭銅貨が出上したが、図示は行わなかった。 1の紹聖元宝は径が24.lmm

で方孔の大きさは銭文「紹」の下で 6 mm、 「聖」の左で 5 mmあ り、歪んだ方形を呈している。紹

聖元宝は北宋銭で、初鋳年は1094年である。磨耗と腐蝕が全面にみられる。出上場所は調査地北

東隅のB-1グ リッド内で、地表下約30cmの黒褐色土層中より出土している。

2は寛永通宝で、径22.8mmを 測る。B-4グ リッドから出土しており、磨耗は少ないが、銭文

「通」の下に腐蝕して小孔があいている。 3の寛永通宝は径24 4mmで、C-5グ リッドの上層か

ら出土している。やや磨耗しており、周縁部が一一部欠損している。

4の寛永通宝は径23 2mmを 測る。F-3グ リッドの上層より出上している。保存状態は良好で、

損耗はほとんどない。 2,3.4の 寛永通宝は、いずれも寛文 8年 (1668年)に鋳造が再開され、

江戸末期まで造られた「新寛永」である。 2.4は 銅銭で、 3のみが鉄銭である。 3の鉄銭は明

和以後の18世紀以後の鋳造とみられる。

第 9表 銭貨一覧表

図
号
挿
番
銭  名

径

ｍｌ

直 重  量
(貿 )
出土 G 初 鋳 年 時 代 備 考

1 紹聖 元 宝 4 13‐ 1 紹聖元年

(1094年 )

北  宋 磨毛と腐食が全面にみられる

寛永通
=

B4 江  戸 ま少ないが、腐食して小孔があく

C‐ 5 江  戸 より出上、やや磨毛 し、周続 カ

4 F‐ 3 江  戸
「
より出上、保存状態は良好て んどなし

9。 金属製品、鉄滓

金属製品、鉄滓は 6点出上した。このうち角釘は 3点出上している。 lは残存長が10 5cmの 断

面方形の和釘である。両端部が欠損しており赤錆が全面に附着している。 2は残存長が13.2cmの

断面方形の和釘で、基部に曲がりが生じている。全面に赤錆が生じている。 3は残存長が 6.lcm

の断面方形の和釘である。釘の頭部は叩いて折 り曲げられており、折曲頭角釘に分類される。全

面が赤錆に覆われている。 1.2.3の 角釘は、いずれも礫や河原石の集石群の下層から布目瓦

片と混在して出上しており、共に平安時代の角釘とみられる。

4は長さ18.3cm、 重量 355gの鉄製鋤先である。赤錆が全面を覆っている。その形態より、近

世以降のものとみられる。 5。 6は鉄滓である。調査地区の西南隅に位置するG-6グ リッド内

から出上している。 5の鉄滓は表面に気泡状の小孔がみられ、部分的に赤錆が附着している。重

量は 138gぁ り、暗赤褐色からにない黄褐色を呈している。

6は表面に赤錆が附着しており、重量は21gぁ る。暗赤褐色からにない黄褐色を呈している。
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第26図 金属製品、

第10表 金属製品、

鉄滓実測図 (1:2)

鉄津一覧表 〔上器〕

挿 凶

番号
器 種

量
宮ヽ
重
ｒ 材質 出土G 備 考

ё

0 16 1 E_R りぐキ置

2 0 4

形

愚つ〔キロ

R 餌 61 欽 損
/fb午 より近世以降の製造とみられる

5 鉄  津 鉄 G‐ 6
表面に刀▼しがみられ、部分的に錆が附着 している。
俸1調は暗赤褐色からにぶい責褐色

6 鉄 存 欲 矛 血 に 錆 が 附 活 、 a調 は 暗 示 4t3色 か らに ぶ い 貰 褐 色
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第IV章 ま と め

地層について

表土は約30～ 40cm、 その下層は季大ほどの礫混じりの砂層約20～ 30cm(包含層)、 その下層は

径 lm以上を越す巨礫が累々と重なり合っている礫層と砂層の互層である。巨礫群は幅 3m～ 4

mに わたり、北東から南西方向にわずか傾斜を持ちながら、いく筋も走っていて、かつての河床

礫であることは確実である。礫群と礫群の間は土砂が一杯に詰まり、遺物が含まれている。

国分尼寺の西限について

国分屁寺の寺域については、北限と東限は昭和42年、44年の調査の際、15cm前後の川原石の約

60cm幅 に敷き詰めた個所を検出し寺院の四至を巡らす築地塀の根石とわかった。しかし西限は民

家の建ち並ぶ部落内にあったため調査はなされなかった。今回一部ではあるが丁度西限の境に当

り築地塀跡の発見は期待されたのであった。しかし表土中より検出された礫群中の礎石と思われ

る数′点は、近現代の建築の基礎に用いられたものであった。包含層排除後の三層面は敷石列 も、

他から運びこまれたと認められる礫も見当らず、自然堆積による礫群であった。包含層内には遺

物も多くみられ発見されたが、いずれも磨耗の烈しい小破片で、上流よりの混入物であり、国分

尼寺の寺域の境を示す資料にはならなかった。

築地塀との推定線が引かれている個所は丁度住居址やその他の遺構があり、この遺構の構築時

に今までの構造物 (築地塀)を破壊撤去したとも考えられる。いずれにしろ、今回の調査では築

地塀跡の痕跡は確認できなかった。

遺構について

遺構は礫群と礫群の合間に堆積した砂層中に構築されていた。住居址は両址とも遺構の大部分

が調査区域外にあったため一部分の調査に余儀なくされたが、 1号址のプランと2号址のカマ ド

の全貌はようや くとらえ得た。 1号址の大きさは 25m× 2.6mで隅丸方形のプラン、 2号址の

カマ ドの規模は全長116m、 最大幅0,75m、 煙道 0.7mを測 り、当地方に発見される平安時代の

住居址で、布目瓦など国分寺 l■の残材を利用 した形跡以外は、プラン・規模等普通民家の住居で

ある。

遺物について

遺構にともなう土器は土師器、須恵器、灰釉陶器など数多く検出された。住居l■から検出され

た土器群の害」合は、大部分が土師器であるが、須恵器より灰釉陶器の量が多い傾向にあり、須恵

器優位より時代が降ることを、意味し、平安時代 も大分降る所産であろう。なお土師器のJThは 内
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面黒色研磨され、切離しの底部は回転ヘラケズリ、貼り付け高台等の特徴、重ね焼きによる大量

生産されたと推定でき、粗雑な東濃系の灰釉陶器は一層時期と地域性を明確に裏づけられる資料

となろう。

2号住居l■より緑釉の高台付ナ宛の破片の検出をみたが、普通住居址にはほとんど検出されるこ

とはない。従って民家の生活用品ではなく何か寺院か信仰に関係のある器物であろうが、 しかし

この一点のみで、追究は今後の課題としたい。なお製作時期については灰釉陶器と同時期 ぐらい

のものであろう。

その他、グリッド内から多岐にわたる遺物が検出された。時期も平安時代以降、中世、近世、

近代現在まで続いている。遺物の内容は布目瓦以外は寺院色の少ない民家の生活用品具である。

国分寺が衰退し現位置に移転後、この地域は開放され、一般民の生活の場所と化し、以後は今日

まで変わることなく続いている様態が理解される。 (岩佐今朝人 )
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調査地区全景

(南西側より)

調査地区全景

(】ヒ東側より)
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第 1号住居址

第 2号住居址

(南恨」より)

第 2号住居址

遺物出土状況
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図
版
三

第 2号住居址 (北側より)

第 2号住居址竃

―-55-



図
版
四

第 2号住居址遺物出土状況

第 1号住居l■出土遺物
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図
版
六

第 2号住居址出土遺物

各グリッド内出土遺物
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中世、近世の出土土器

内耳土器
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同耳土器

布目瓦
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石製品
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この報告書は、序文 。調査の経過の項などで述べているように、史跡信濃国分寺跡の指定地範

囲内で、山辺資保氏所有地の現状変更申請にもとずく、緊急発掘調査の結果である。筆者はさき

に上田市教育委員会で行った、信濃国分寺跡の発掘調査のとき、その調査員の一人としてかかわ

った経緯があったことから、今回の調査に参加させていただいた次第である。

調査設計書をもとに現地での打ち合わせ時に、調査対象地が、尼寺跡の西築地塀跡推定地にあ

ることを知り、調査結果に大きな期待をもつことができた。というのは、さきの調査のとき、私

は僧寺域の西築地塀跡の発掘調査を担当した経験があったからである。その時には築地塀の基礎

部の石列を知ることができ、僧寺域の西限を確認することができた。尼寺跡の西の築地塀跡地は

調査対象地範囲外となっていたため、推定による結果となっていた。後日に調査機会の得られる

ことを期待していたからである。

発掘にあたっては、地権者の山辺氏は調査団からの申し出を心よく聞きいれてくれ、発掘可能

地域を全域に亘って、発掘することができた。山辺氏に敬意と感謝の意を表するものである。ま

た調査団員のみなさんをはじめ、上国市教育委員会事務局、および協力者の方々には、熱心に参

加していただき、調査作業が予定通り終了することができた。その後関係者によってこの報告書

ができた。御協力いただいたみなさんに心より感謝申し上げる。

発掘調査の結果については、報文の通りである。当初、私が期待した尼寺跡の西築地塀跡につ

いては、確認することはできなかった。発掘調査範囲の東側縁のうち、南北方向約10mがその対

象地に当るが、たまたまそこは、東側縁よりさらに東側で尼寺跡地と同位面にある畑地とが、高

さ lmほ どの比高差をもった石垣による境界線にあたっている。尼寺の西の築地塀跡は東側上段

にある畑地内にあるのか、後世の土地造成工事によって石垣下段となった、今回の発掘調査地域

内にあり、すでに破壊されているのか、今後の調査研究への課題となった。

発掘範囲全域は尼寺の推定西築地塀の外にあることから、ここには、信濃国分寺、ことに尼寺

に関係のある遺構の存否について関心をもったが、発掘結果については、報文の通り平安時代の

ものと推定できる住居址の一部を知ることができたが、国分寺との関連を知ることはできない。

また全域に亘って人頭大を中心とする大小の角礫、円礫が多数散在しており、一部にはその配置

に人工の跡と推定できるところもあったが、そのプランや性格などを知ることができなかった。

これらの石列の解釈にはさらに広範囲の発掘調査の結果などの関連を待たなければならない。今

回の調査は、発掘にいたるまでの経過を含め、史跡信濃国分寺跡指定地内の緊急発掘調査のよき

指標となるものと信じ、成果の大きかったことをうれしく思う。

関係者のみなさんに再度謝意を表して結言とする。 (団長 五十嵐幹雄 )
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